ワー ク ブ ッ ク を 使う 前 に 


本 ワー タク デック は 、『 中 級 か ら 学 ぶ 昌 本 語 』 の 別 王 と し て 作成 され た も の で 、「 連 読 」「 聴 解 


ー ゴ ロー か ちな っ て いる ーー 本 ワー クッ クー 中 級 か ち 学 全日 本 語 = の テキ スー ト そ と も 一 和 


く 。 話 二 、 読む ね 書く の 4 技能 を 無理 な く 。 楽し みな が ら 伸 ば キ こ と が で きる よう に 編 ま ね れ た 


も の で ある 。「 速 読 ]「 聴 解 了 と も に た 、 テ キス ネト の 各課 テー マ た 沿っ で 者 か れれ た も の で あり 人 答 
テー マ の より 深い 理解 を 目指 し て いる 。 ま た 、 各 課 で の 新 出 語 医 、 文 法 項目 の 導入 は 、 そ れ ぞ 


れ の 課 の テキ スト 本 文 で 既出 の も の に 限 ち れ て いる 。 こ の よう に 、 本 ワー ク ブ ッ ク の 「 速 読 」 


「 聴 解 」 は 、 学 習 者 が 自ら の 学力 の 伸び を チェ ッ ク す る こと も で きる よう に な っ て いる 。 す な 


わ ち 、 外 国語 学習 で 一 番 必 要 だ と 思わ れる 「 達 成 感 」 を 感じ て も ふら う こと れ も 、 本 ワー ク ブ ズック 
の 目的 で ある 。 


「 来 読 「 際 解 の 適切 な 使い 方 ご 日 的 - さ らち に それ を 案 際 の 授業 に どの よう に 組み 込む に 


関し て は 、 テ キス ト 『 中 級 か ら 学 ぶ 日 本 語 」 の 「 有 効 に 使う ため に 」 な ら び に 『 教 師 用 マニ ュ 


アル nr に 詳 認 1. た の で 、 そ ちら を 委 昭 され た い 


日 夫 語 で 直ら の 圭 張 が で きる 学習 者 が 育つ こと が 著者 一 同 の 選 か らら の 願い で ある っ 


著者 一 同 


A A 2 eo まる つの 1 
ON 6 
RN TN 12 
1 18 
に 0: あの 24 
CE 28 
TR A 34 
に 2 PP 計り 9 40 
OE に I 2 あ さ と な ee oO ee 46 
MO 52 
の 0 の 00 生か 58 
人 A A A 64 
第 NN の に と 2 0 70 
A 76 
ME 82 
穫 eS の まま oe の Re で に の 293 Neoe Ca 88 
MR 94 
a TA 101 
人 10 108 
和 0 114 
ジラ DC ee の この ジジ は 2 121 
0 の 0 の 2 ネー どの が ジー 0 の グー グン yo 2 128 
OR A 134 
3 時: 141 
CR 148 


iii 


/ 次 7 葬送 区 / 


「 テ ー ブ ル の 足 」 や 「 び ん の 口 」 な どの よう に 、 体 の どこ か を 使っ た 言い 方 
が た くさ ん あり ます が 、 こ れ は 日 本 語 だ け で は な く 、 ほ か の 言葉 で も そう で 
9 例え ば 、 同じ こと を 英語 で も “a leg of the table”、 “the mouth of a 
bottle” と 言い ます 。 足 (eg) や ロ (mouth) は 、 だ れ で も よく 知っ て いる の で 
「 テ ー ブ ル の 下 の と ころ に あっ て ...」「 び ん の 上 の と ころ で 、. . .」 と 長く 説 
明 し な く て も 、 上 の よう に 言え 々 ば 、 す ぐに 分 か る の で す 。 

これ と 同じ よう な 言葉 の 使い 方 は 、 ま だ 、 ほ か に も た くさ ん あり ます 。「 パ 
ン の 耳 」 が バン の どこ の こと か 分 か る だ ろう し 、「 たい よう が 東 の 空 に あ た ま 
を 出し た 」 と 言わ れ て も 、 あ まり むず か し く は な いと 思い ます 。 ま た 、「 会 社 
の 顔 」 や 、 社 長 の 「 手 足 」 に な っ て は た らく 人 た ち が ど ん な 仕事 を する 人 た ち 
か と いう こと も ゃ も 、 少 し 考え て みれ ば 、 分 か る の で は な いで し ょ うか 。 

この よう に 、 だ れ で も よく 知っ て いる も の を 使っ て 、 ほ か の も の を 説明 する 
と いう や り 方 は 、 一 つの 大 切な 、 そ し て と て も 便利 な 言葉 の 使い 方 な の で す 。 
使わ れる 言葉 も 、 顔 、 あ た ま 、 手 、 足 な ど ば か り で は な く 、 い ろ い ろ な 言葉 が 
使わ れ ま す 。「 目 は 心 の ま ど 」 な ど と いう の も 、 よ く 知 られ て いる 言い 方 で す 。 
同じ よう な 言い 方 を 、 い ろ い ろ な 国 の 言葉 で 並べ て みる と 面 自 いと 思い ます 。 


回 


= 


SO RI OD LS OS 2 


© 


rm 


OO NN JR OCR 7 


2 


/ 変 テ チェッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


) 日 本 語 に は 体 の どこ か を 使っ た 言い 方 が あま りな い 。 

) 体 の どこ か を 使っ た 言い 方 は ほか の 外国 語 に は な い 。 

) 体 を 使っ た 言い 方 を すれ ば 、 説 明 する より 分 か りや すい 。 

)「 ペ パン の 耳 」 と いう 言葉 を 開け ば 、 そ の 意味 は すぐ 分 か る 。 

)「 た いよ う が 東 の 空 に あ た ま を 出し た 」 と いう 言い 方 は 分 か り に くい 。 
)「 会社 の 顔 」 と いう の は 、 会 社 の 建物 の こと で ある 。 

)「 社長 の 手足 」 と は 社長 の 手 や 足 の こと で ある 。 

)「 体 の どこ か 」 と 言っ て も 、 顔 、 あ た ま 、 手 、 足 し か 使わ な い 。 
)「 目 は 心 の ま ど 」 と いう 言い 方 も よく 知ら れ て いる 。 

) だ れ で も 知っ て いる 短い 言葉 で ほか の も の を 説明 する や り 方 は 、 便 利 で 分 か りや 
すい 。 


ーー 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


文 の 中 に ある 、 体 の どこ か を 使っ た 言い 方 を 書い て くだ さい 。 
英語 に は どん な 言い 方 が ある と 言っ て いま すか 。 

どう し て 体 の どこ か を 使っ た 言葉 が な ある の で し ょ うか 。 
「 び ん の 口 」 は どう し て 「 口 」 と 言う の で すか 。 ' 

「 た いよ う が 東 の 空 に あめ たま を 出し た 」 と は 、 ど ん な 意味 で すか 。 
「 会 社 の 顔 」 と は どん な 人 の こと を 言い ます か 。 

「 社 長 の 手足 」 は どう で すか 。 

「 目 は 心 の ま ど 」 と は どん な 意味 で すか 。 

あな た の 国 の 言葉 で 「 口 」 を 使っ た 言い 方 を 一 つ 書 いて くだ さい 。 
その 意味 を 説明 し て くだ さい 。 


第 7 療 逮 解 7 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1 
6 


( ) 2. t ) 3. ( ) 4 ( 
( Rt ) 8. て ) 9. t ) 10. ) 


テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: あら 、 早 いじ ゃ な い 。 8 o 

BE: え 、 い や 。 

A: 。 かぜ 。 ね つ で も ある ん し じゃ な い 。 

B: 。 いい か ら 、 あ っ ち へ 行っ て く 
れ よ 。 

A: は は あん 、 分 か っ た 。 。 ちがう 。 
ね え 、 そ うな ん で し ょ 。 

B : 、 や う 。 と 思っ て る の に 。 

も どう し た の 。 o 

B: ちがう よ 。 ] o 

A: じゃ 、 ど うし た の 。 、 開 か せ て よ 。 

B: 知ら な いよ 。 あ て あ 、 っ て 本 当 だ っ た ん だ な 。 


姉さん も そう な ん だ ろ 。 


A: あら 、 失 礼 ね 。 0 


/ 厄 / 


テー プ を 聞い て 、 符 えて くだ さい 。 


1. ( } 2. ( } 3. ( ) 4. ( 

6. ( 語り 2 ) 4 ( ) 9. ( 
B!| テー ダグ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
今日 の 、 湊 の 3 っ は 

が あり ます が 、 

だ し よら の 。 
1. 猫 は っ 
2. 猫 に お 金 を や っ て も . 。 
3. 猫 は 5 


は い 、 わ た な へ べべ 秦 。 


2 番 の 、 猫 に お 金 を や っ て も ... 


は い 、 よ く で きま し た 。 


で は 、2 番目 の 問題 で す 。 


は 、 次 の 3 つの どれ で し よう 。 


1. i 
2. 8 
3. 猫 ..- 


は い 、 か と う さん 。 


5. ( ) 
10. ( ) 
で す 。 ま ず 、 


は 次 の 3 つの どれ 


3 番 、 > 


は い 、 そう で す 。 3 番 、 9 


の に 、 よ くわ か り ま し た ね 。 
で は 3 番目 の 問題 で す 。 は 、 次 の ... 早 
いで すね 、 は い 、 わ た な べ 若 。 

で も た Ss 


ざん ね ん で すね 。 


「 は た け の ある 新しい 家 。 へ や の 数 は 6 在 2 間 に 、8 邊 と DK。 一 番 近い 駅 
まで バス で 10 分 か か ら な い 。 バ ス の て いり ゅ うじ ょ まで 歩い て 5 分 な の で 、 
大 変 便利 。 い な か で 生活 し た いと 思っ て いる 人 に は 、 ち ょ うど いい 家 。 ね だ ん 
は 450 万 円 。 買 いた い 、 見 て みた いと 思う 人 は 、06-543- ベ XX メメ XX の ABCD 


社 へ お 電話 を 」 a 

これ だ けた くさ ん の こと が 、1.3 cm x3.2 cm の 新聞 広告 に 書か 
れ て いる 。 短い 言葉 で 、 よ く 分 か る よう に た くさ ん の こと を 伝え る 
こと が で きる の は 、 新 聞 広 告 が 一 番 の よ うだ 。 こ れ は 、 日 本 語 に は 
漢字 が ある か ら で き る の だ と 思う 人 も いる か も し れ な い が 、 英 語 の 
新聞 を 見 て も 、 同 じ し よ うに 狭い と ころ に た くさ ん の こと が 書か れ て 
いる こと が 分 か る 。 

私 た ち が 人 に 何 か を 急い で 伝え よう と する と き に は 、 短 い 文 で 知 
ら せ よ うと する 。 言葉 と いう も の は 、 話 す 人 と 聞く 人 、 書 く 人 と 読 
む 人 が 分 か れ ば いい の だ か ら 、 意 味 が 分 か れ ば 、 い くら 短く し て も 
か まわ な い 。 

新開 広告 は 、 と て も 高い の で 、 狭 いと ころ に で きる だ けた くさ ん 
の こと を 入れ よう と し て 、 こ こ で 縮 介 し た よう な 言 業 の 使い 方 が 生 
まれ た の だ ろう 。 


田舎 暮し 


( 畑 付 ) 
450 万 
530 m: 付 
新 DK バ J 
築 610R 
ー8 分 御 
戸 6 バ 坊 

歩 ょ 5 
5 16 
06 分 キ m 
(543) XXXX 


ABCD 社 


回 


Oo の 0 し の や の / の の ど 


ャ ーー 
© 


ーー 
ご 


RS | 


/ 失 穴 チェック / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


( ) この 家 に は は た けが ある 。 

(  ) こ の 家 か ら 駅 まで 歩い て 10 分 か か る 。 

( ) へ や は 三 つ あ り 、 ほ か に DK が ある 。 

(  ) こ の 家 は 古い が 、 都 会 に ある の で ね だ ん が 高い 。 

(  ) 新 聞 広 告 は 短い 言葉 で た くさ ん の こと を 伝え る こと が で きる 。 

( ) こ の 人 は 、 漢 字 が ある か ら 、 新 聞 広 告 で 多く の こと が 伝え られ る と 言っ て いる 。 
( ) 英 語 の 新聞 に は これ と 同じ よう な 便利 な 広告 は な い 。 

(  ) 何 か を 急い で 伝え を た いと き に は 、 短 い 文 で 知ら せよ うと する 。 

(  ) 新 聞 広 告 は 安い か ら 便 利 だ 。 

(  ) 新 聞 広 告 は 読む 人 に 分 か れ ば 、 い くら 短く し て も よい 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 家 は どん な と ころ に あり ます か 。 

この 家 は どん な 人 に ちょ うど いい で すか 。 

この 家 か ら 一 番 近い 駅 まで だ いた い ど の くら いか か り ま すか 。 

この 家 を 買い た い 人 は どう すれ ば いい で すか 。 

この 広告 か ら ほ か に どん な こと が 分 か り ま すか 。 

この 新聞 広告 の 大 き さ は どの くら いで すか 。 

漢字 が ある か ら 広 告 が 短く 書け る と 言っ て いま すか 。 

何 か を 急い で 伝え を よう と する と き 、 ど の よう に 知ら せる の で すか 。 

言葉 と いう の は どん な も の だ と 言っ て いま すか 。 

新聞 広告 に は 狭い と ころ に た くさ ん の 言葉 が 書い て あり ます 。 ど うし て で すか 。 


/ 考 2 議 太 和解 7 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて で てく だ さい 。 


( ) 2. ) 3. ( ) 4. ( ) 5. ( ) 
( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

ああ 、 。 さ っ き ね 、 え えっ と 、 あ の 、 


っ て だ れ 。 ど この 人 。 


ら で 言 っ て た けど 、 え えっ と ね 、 か し ら 。 


そん な 人 いな いわ よ 、 0 


名 前 、 言っ て みて 。 


男 の 人 、 女 の 人 。 


いく つぐ らい の 。 

だ けど 。 
まつ も と 、 ま つう ら 、 ま つ だ いら さん に 

と 思う けど 。 
ええ っ と 、 6 
そう そう 、 そ れ よ 、 そ れ 。 


A: ほん と に 、 


、 お 母さん 。 


/ 厄 解 / 


A| テー を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


Km | 


リト A ) 3. ( ) 4 (< ) 5. ( ) 
( ) 7. ( ) 8. ( ) 9 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


みな さん 、 こ ん に ち は 。 今 日 の 『 テ レビ あん な も の こん な も の 』 で は 、 


と 思い ます 。 
「 は い 、 人 の で 、 ピ ー と いう 音 が 開 こ え 
まし た ら 、 
電話 を か けた と き に 、 録 音 さ きれ た こん な 声 が 開 こ えて きた ら 、 e 


と お っ し ゃ る 方 、 ピ ビー と いう 音 を 待っ て 


名 前 を お っ し ゃ る 方 、 い ろ い ろ で は な いか と 思い ます 。 今 、 


や 、 


な ど で は 、 こ の よう な 電話 が た い へ ん ふえ で いま す 。「 


と き に だ れ か が 電話 を し て き て も 、 あ と で テー プ を 聞け ば 


の で 、 と て も 便利 だ 。 ま た 、 家 に いる と き で も 、 


と き 、 と き な ど に 、 た い へ ん 役に立つ 」 そ れ で 、 


が 多い よう で す 。 


と ころ が 、 


と いう こと で す 。 ど うし て か と いう と 、 そ れ は 、 あ の な の 
10 


だ そう で す 。 電 話 を か けた と き 、 の は 


も ちろ ん だ し 、 電 話 を か け て くだ さっ た 方 に も 


と いう こと の よう で す 。 


11 


次 3? 麻 送 胞 


西野 さん の 家 は 五 人 家族 、 子 ども た ち ち は ま だ みん な 小学 生 で す 。12 さい の 
新 一 君 、10 さい の 洋子 ちゃ ん 、 一 番 下 の 新 二 君 は 今年 一 年 生 に な り ま し た 。 
この 家の子 ども た ち は よ く 両 親 を 手伝い ます 。 毎日 そう じ し を し た り 、 せ ん た く 
を し た り 、 近 く の ス ー パ ー へ 買い 物 に 行っ た り し て いま す 。 西野 さん の ご し ゅ 
じん は 新聞 記者 で 、 お くさ ん の 光子 さん も 中 学校 の 先生 を し て いま すか ら 、 二 
ROW EE ES れ で この 家 で は 、 子 ども た ち が 小 さい と きか 
ら 、 自 分 の と は 何で も 自分 で させ て きま し た 。 も ちろ ん 服 も 自分 で 選 翼 ん で 着 
RA EE 
茶わん を あら っ て 、 そ れ か ら 学 校 へ 行き ます 。 

方 家 に 帰っ て くる と 、 お に いち ゃ ん の 新 一 君 は 、 自 分 も 勉強 し な が ら 、 弟 
が し ゅ くだ い を する の を 手伝っ て や り ま す 。 洋子 ちゃ ん は 、 五 時 ご ろ に な る 
と 、 れ い ぞ う So 切っ た り し 始め ます 。 勉強 が 
0 +「 嫌 だ な あ 」 と 言っ て 、 し た が ら な いと きも ある の で す 

OO で すか ら 、 お 母さん が 家 に こ 帰 っ て きた 
は 、 晩 ご 飯 の 用 意 は も う で き て いる の で す 。 光 子 さ ん は 、「 子 ども た ち 

に や さい を 切ら せ た り 、 火 を 使わ せ た り する の は 、 早 すぎ る か な と 思っ た ん で 
すけ ど 、 大 丈夫 で し た 。 子 ども た ち は だ れ も ゃ 忙し く て 遊ぶ 時 間 が な いか ら こ ま 
る と は 言い ませ ん よ 。 みん な で 相談 し て や っ て いる よう で す 」 と 話し て いま 
す 。 
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回 


Po I tT RO 


© 


a 
NS | 関 | 


/ 訪 穴 チ ェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て くだ さい 。 


) 西 野 さん の 家族 は 五 人 で 、 子 ども は 三 人 い る 。 

) 子 ども は 中 学校 や 小学 校 へ 行っ て いる 。 

) 両 親 が は た らい て いる の で 、 子 ども た ち も み ん な 家 の 仕事 を する 。 
) お 母さん が 帰っ て きた と き 、 晩 ご 飯 の 用 意 は 何 も 6 でき て いな い 。 
) 晩 ご 飯 は 子ども た ち が 作 る が 、 朝 ご 飯 の 用 意 は お 母さん が する 。 
) 子 ども ゃ たち は 茶わん を あら っ て か ら 学 校 へ 行く 。 

) 新 一 君 は 自分 の 勉強 が 忙し い の で 、 ほ か の こと は 何 も し な い 。 

) 学 校 か ら 帰 っ て か ら 男 の 子 た ち は 何 も し な い 。 

) 洋 子 ち ゃ ん は や さい を あら っ た り 、 切 っ た りす る こと が で きる 。 


へ ーー の の ーー の の の の ー で で 


させ な いよ うに し て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


子ども たち は 毎日 どん な こと を し て 、 手 伝い ます か 。 

両親 の 仕事 は 何で すか 。 

西野 さん の 家 で は 、 ど うし て 子ども た ち が よ く 手 伝い を する の で すか 。 
西野 さん の 子ども た ち は 学 校 へ 行く 前 は 忙し いで す 。 ど うし て で すか 。 
新 一 放 は 上 晩 ご 飯 の 用 意 を する 前 に 何 を し ます か 。 

新 一 君 は 弟 に 何 を し て あげ ます か 。 

洋子 ちゃ ん は 一 人 で 晩 ご 飯 を 作り ます か 。 

男の子 た ちゃ も いつ も 喜ん で 晩 ご 飯 の 用 意 を し ます か 。 

お 母さん は 何と を させ る の が 早 す ぎる と 思い まし た か 。 

子ども た ち が 相談 し て や る の は 何で すか 。 
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) 小 さい 子ども に 火 を 使わ せ た り 、 や さい を 切ら せ た り する こと は 、 あ ぶな い の で 


頑 ? 訂 万 和解 了 


Al テー グ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( )ー2 ) 3. ( ) 4 ( 55。 ) 

6. ( ) 7. ( ) 8. ( DE ( ) 10. ( ) 
|B | テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: あら 、 た ろう ちゃ ん 。 今日 、 ーー 


B: は い 。 


C: 「 は い 」 じ ゃ な いで し ょ う 。 ね え 、 ち ょ っ と 聞い て よ 。 た ろう っ た ら 


; っ て いう の に 、 o 


A: 何 を し て る の 。 


B: アル バイ ト 。 行け ば いい ん で す 。 
A: へ え 、 っ て いい わ ね 。 
B: 。 で も ね 、 僕 は 
か ら 、 。 本当 は 
で すけ ど ね 。 


C: あま い の よ 、 考 え 方 が 。 こ の 話 に な る と 、 


。 何 考え て ん だ か 、 こ の 子 っ た ら 。 


B: 人 間 、 だ よ 、 母 さん 。 


C: また それ 。 今 は いい わ よ 。 で も 、 こ れ か ら 、 
14 


っ て いう の 。 


、 後 に し よう よ 、 こ の 話 。 
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/ 厄 I / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて で くだ さい 。 
1. ( 2 7( ) 3. ( 
6. ( ) の 。( ) 8. ( 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: 木下 先生 は この 「 仕 事 と 家庭 」 の 間 題 を いら っ し ゃ いま す が 、 
今 の 子供 た ち は ] で し よう お が > 

B: そう で すね 。 、 ま あ 、 今 か ら 3、 
40 年 前 で す が 、 そ の 時 代 と 今 と で を お 話し し ます と 、 前 に は 
と 、 申 し まし た 。 

A: ええ 、 え え 。 私 も 一 人 で ず 。 

B: ああ 、 そ う で すか 。 、 子 供 は 一 
生 懸 命 を 見 て 育ち まし た 。「 お 父さん は あ 
ん な に が ん ば っ て いる ん だ か ら ・..・」 母 親 は 、 

3 。 と ころ が 、 

最近 そう で は な く な っ て きた ん で す 。 

A: は あ 。 

B : ヽ 
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と いう こと で す 。 ま あ 短 く て も いい か ら 、 


を 


いま すね 。 
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/ 次 尊 送 区 / 


ウィ ッ ク さ ん は 毎年 12 月 に な る と 、 自 分 で と っ た 写真 に 短い 文 を つけ て 、 
友だち に 送っ て いる 。 日 本 に 来 て 初め て の 年 は 、 若 い 人 た ち が 電 車 の 中 で まん 
が を 読ん で いる 写真 で あっ た 。「 日 本 人 が みん な まん が を 読ん で いる の で は あ 
り ま せん 。 小 学生 は 学校 の 勉強 が 大 変 で 、 も っ と 難し い 本 を 読ん で いま す 」 と 
いう 文 に は わら っ て し まっ た 。 

RE OE 
文 は 「 ゴ ルフ は 練習 、 練 習 で すか ら 、 . 十 の 日 も 晴れ の 日 も 休ま ず や っ て いる の 
で す 。 あ ぶな い ? 人 が こまる? 我慢 を し て くだ さい 」 と あっ た 。 そ うい えば 
日 本 で は 、 ゴ ルフ だ け で な く 、 テ ニス も 、 す いえ いも 、 ま ず 本 を 買い 、 ク ラブ 
に 入り 、 先 生 に 習い 、 少 し で も ひま が あれ ば 練習 する と いう 人 が 多い 。 ウ ィ ッ 
ク さ ん が あき れる の も 無理 は な い 。 

ウィ ッ ク さ ん を も っ と 驚か みせ て いる の は ふく そう と 持ち 物 で ある 。 ど この ゴ 
ルフ 場 へ 行っ て みて も 、 国 際 試 合 で も や っ て いる の で は な いか と 思う ほど だ 。 
「 日 本 人 の こと を 悪く 言い た く な いけ ど 、 ど うし て あん な に な ふく そう や 持ち 物 
に お 金 を 使う 2 の か 分 か り ま せん 。 そ れ だ け で な く 、 ゴ ルフ 場 は 遠く て 高い 。 着 
くま で に 2、3 時 間 か か る ん で し ょ う 。 1 回 2 万 円 も は ら う な ら 、 私 は 映画 を 10 
回 見 ます 」 

こう 話し て いる ウィ ッ ク さ ん 、 今 年 は どん な 写真 を 送る の だ ろう か 。 
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EE Se PS 


ご 


/ 誰 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と ぁ あっ て いる 方 に は 〇 ① を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て で て くだ さい 。 


(  ) ウ ィ ッ ク さ ん は 毎年 12 月 に 友だち に 写真 を 送る 。 

( ) ウィ ッ ク さ ん の 初め て の 写真 は 、 電 車 の 中 で ざっ し を 読ん で いる 子供 で あっ た 。 
(  ) ウ ィ ッ ク さ ん は 日 本 の 小学 生 は 旨 強 が 大 変 だ と 思っ て いる 。 
( 
( 
( 


わか 
) 去年 の 写真 は 、 公 園 で ゴル フ の 練習 を する 若い 人 で あっ た 。 
) 日 本 で は テニ ス や すい えい の クラ ブ に 入る 人 は 少な い 。 


いっ し ょ うけ ん めい 


) 日 本 人 に は 、 ス ポー ツ は 楽し ゅ ゃ の で は な く て 、 一生 懸命 練習 する も の な の で あ 
る 。 

(  ) ウ ィ ッ ク さ ん は 一 生 懸 命 ス ポー ツ の 練習 を する 日 本 人 を 偉い と 思っ て いる 。 

(  ) ウ ィ ッ ク さ ん は スポ ー ツ を 楽し くす る に は 、 ふ くそ う や 持ち 物 は 大 切な も の だ と 
思っ て いる 。 

(  ) 日 本 で は ゴル フ を する に は お 金 が か か る 。 

( 。 ) ウ ィ ッ ク さ ん の 見 る 映画 は 1 回 200 円 で らい で ある 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


ウィ ッ ク さ ん は 写真 に 何 を つけ て 送り ます か 。 

日 本 人 は みん な まん が を 読ん で いる の で すか 。 

どう し て 小学 生 の 方 が 大 学生 より 難し い 本 を 読ん で いる と 言っ て いま すか 。 
去年 の 写真 は どん な 写真 で し た か 。 

どう し て ウィ ッ ク さ ん は あき れ た の で すか 。 

ウィ ッ ク さ ん は 日 本 の ゴル フ 場 へ 行っ て どう 思い まし た か 。 

それ は どう し て で すか 。 

ウィ ッ ク さ ん は 2 万 円 あっ た ら 、 何 を する と 言っ て いま すか 。 

ウィ ッ ク さ ん は 一 年 に 何 回 写真 を 送り ます か 。 

ウィ ッ ク さ ん は 毎年 どん な 写真 を 送っ て いま すか 。 
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1. 
6. 


A 


ee} 


FS 


/ 演 イ 4 座 成 解 了 / 


テー ダグ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


) 


) 2. 3. 
7. ) 8. 


( ( ( 
( ) ( ( 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

さあ 、 も うい っ ぱい どう ぞ 。 

は い 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 

あれ ・・・ 失 礼 、 ち ょ っ と 待っ て くだ さい 。 上 田 君 、 

この 中 。 

ビー ル 、 ビ ー ル と の で 。 さっ き の で 終わ り 。 


じゃ 、 8 


。 れい ぞう 


大 丈夫 、 大 丈夫 。 ば けど 


ああ 、 そ う で し た ね 。 日 本 で は も 


o 


そう 。 。 最近 は 、 


: 、 何 で も ある ん で す 。 
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和え ウィ スキ ー も 。 ふう ん ・..・。 


と き (【 


便利 で し ょ 。 
と いう の は 。 
で も ね 、 
っ で て で 、 ど うし て で すか 。 
子供 で も に は 、 


と いう こと で し ks 


ああ 、 そ う 言 われ れ ば そう で すね 。 う < ん 。 
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/ 友 和解 I 


ー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


テ 
1. ( J 2 (( IE ) 4 ( ) 5. ( ) 
6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
A: プ バ ベー ン さん は 
B: o 
A: じゃ あ 、 も 2 う o 
今日 は し て いて お 話し て いた だ いて いる 
ん で す が 、 プ バー ン さ ん が 一 番 び っ くり され た こと は 
B: た くさ ん あり ます ね 。 と か 、 
と か で すね 。 で ゃ 一 番 驚い た の は 
っ て いう こと で す 。 
A: 
で すか 。 た と えば 。 
B: た と えば 、 和 私 は 今 ee ーー 


林 さ ん で す 。 朝 6 時 か ら 夜 9 時 まで 


し て いま す 。 夏 は 
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が 、 冬 は 一 日 中 


。 私 の 国 で は 本 当 に 考え られ な いこ と で 


すね 。 

ブ バ ー ン さん の お 国 は 、 5 
そう で す 。 ネ バー ル で は 、 外 で 
は た らき ます 。 

そう 言え ば 、 私 た ちの よう に も 、 
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/ 疹 ? 麻 送 乃 。 / 


「 私 は 食べ 物 の あま り な い 時 代 の 人 間 で すか ら 、 本 当 に びっ くり し て し まい 
まし て ね 。 こ まっ て し まい まし た 」 山 下 先生 は 、 そ う 言 うと 本 当 に こま っ た 顔 
を し て 、 次 に 何 を 言 お うか と 考え て いら っ し ゃ る よう に 見 えた 。 

小学 校 二年生 の むす め の 学 校 で の こと で ある 。 先生 が 、「 世界 に は 、 食 べ 物 
が な く て 死ん で し まう 子 が た くさ ん いま す 。 み ん な は この 人 た ちの た め に 、 何 
が で きる と 思い ます か 」 と た ず ね られ る と 、「 先 生 、 ス ー パ ー は な い の 」 と 闇 
いた り 、「 お 母さん に た の ん で 、 た くさ ん 食べ 物 を 買っ て き て も ら っ て 、 送 っ 
て あげ ます 」 と 答え た り し た 子 が いた そう で ある 。 

「 今 の 子供 た ち に は 、 食 べ 物 が な いと いう こと が どう いう こと な の か 、 な か 
な か 考え られ な い の で し ょ う ね 」 と お っ し ゃ る 山下 先生 の 言葉 を 聞い て 、 私 は 
「 そ うか も し れ な いな 」 と 思っ た 。 私 が 、 む すめ に 「 も っ と 食べ な さい 」 と い 
ら こ と は あっ て も 、 む すめ の 方 か ら 「 も っ と 食べ た い 」 と いう こと は な い 。 

少し お な か の 出 始め た 夫 に この 話 を する と 、「 そ う 。 今 、 料 理 の 本 より も 、 
や せる た め の 本 を 買 う 人 の 方 が 多い 時 代 ら し いか ら な 。 食 べ な い 努 力 を する 
人 た ち が 、 食 べら れ な い 人 た ちと 一 緒 に 生き て いる 時 代 な ん だ 、 今 は 」。 そ れ 
だ け 言 うと 、 あ と は 何 も 言 わな か っ た 。 

山下 先生 は 「 子 供 さ ん と 一 緒 に 、 食 べ 物 の こと を 話し 合っ て くだ さい 」 と お 
っ し ゃ っ た が 、 こ れ は 上 難しい しゅ くだ い に な り そ う で ある 。 
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AO NS SS 人 で の の ま 


/ 訪 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は メ を 書い て くだ さい 。 


(  ) 山 下 先生 は 食べ 物 の あま りな い 時 代 に 育っ た 人 で ある 。 

(  ) 山 下 先生 は 小学 校 の 先生 だ 。 

(  ) 今 の 子供 た ち は 、 食 べ 物 が な く て 死ん で し まう 子 が た くさ ん いる こと を 知っ て い 
る 。 


( ) こ の 文 を 書い た 人 の 子供 は 小学 生 だ 。 

( ) こ の 人 の 子供 は 自分 の 方 か ら 「 も っ と 食べ た い 」 と よく 言う 。 

( ) 今 の 子供 た ち は 食 べ 物 が な いと いう こと が どう いう こと か よく 分 か ら な い 。 

(  ) 今 は 料理 の 本 より も 、 や せる た め の 本 を 買 う 人 の 方 が 多い 時 代 だ 。 

(  ) 今 は 食べ な い 協 力 を する 人 ば か り が 生き て いる 時 代 だ 。 

(  ) 山 下 先生 が びっ くり し て こま っ た の は 、 世 界 に は 食べ 物 が な く て 死ん で いく 子 が 
た くさ ん いる こと を 知っ た か ら だ 。 


( ) 山下 先生 か ら 出 きれ た し ゅ くだ い は 「 子 供 と 一 緒 に 食べ 物 の こと を 話し 合 2」 こ 
と で ある 。 [ 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


山下 先生 は 子供 た ち に どん な 質問 を し まし た か 。 

子供 た ち は 何と 答え まし た か 。 

山下 先生 は 子供 た ちの 答え を 聞い て 喜び まし た か 。 

山下 先生 が 育っ た の は どん な 時 代 で すか 。 

今 の 子供 た ち は 、 食 べ 物 が な いと いう こと と が どう いう こと な の か 考え られ な いよ う で す 。 
それ は どう し て で すか 。 

今 の 子供 た ち は 食 べ 物 は どこ に ある と 考え て いま すか 。 
この 人 の 子供 は 自分 か ら 「 も っ と 食べ た い 」 と 言い ます か 。 
この 人 の 夫 は 今 は どん な 時 代 だ と 言っ て いま すか 。 

山下 先生 は どん な し ゅ くだ い を 出し まし た か 。 

あな た は 山下 先生 の 質問 に 何と 答え ます か 。 
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/ ワ 替 ? 欧 選 解 7 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 3. ( ) 4 ( )9 oS ) 

6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: た だ いま 。 

B: あっ 、 お ね えさ ん 。 お 帰り な さい 。 楽し か っ た 。 

A: 楽し か っ た わ 。 、 ひ さ し ぶ ぶり だ っ た 。 

B: 良かっ た わ ね 。 。 

A: うー ん 、 o 

B: それ だ け 。 

A: それ か ら 、 に は 8 

B: へ え 、 そ れ だ け 。 

A: で も ね 、 、 そ ん な こと 問題 じゃ 

な か っ た の 。 が 


人 た ち で 、 い ろ い ろ な 話 が 出 て ね 。 あ ん な に お いし い ワ イン 、 初 め て 


だ っ な た 。 8 
B へ え 、 o 
A: あな た も 


26 


/ 秦 解 万 / 


2. ( 
7. ( 


ペン ー ペン 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1 
6 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


「 う ん 、 い いわ よ 。 じゃ 、 


え 。 うてん 。 


、 会 社 が 終わ っ て か ら 、 ど う 。 え 、 場 所 ね 


か ら 、 そ こ に し よう か 。 私 が 案内 する 


か ら 。 何 の っ て 、 中 国 料理 の . . 


それ だ け じ ゃ な く て 、 


じ さ ん 、 昔 、 


よく 行っ て た らし い の よ ね 。 


た ん だ っ て 。 そ れ が 


うう ん 、 そ ん な こと な いわ 。 o 


。 そこ の お 


で ね 。 うん 、 仕 事 で ね 、 


と き 、 町 の 小さ い お 店 に 入っ 


『 こ ん な に お いし い 中 国 料 


理 、 


っ て 思っ た ん だ っ て 。 そうね 、 日 本 


じゃ な い の よ ね 。 で 、 


っ て 考え た の ね 。 そ れ か ら 中 


・ ほ 


国 へ 行っ た と き に は 、 い つも 
ら 、 に 
。 で 、 作 り 方 、 
ね 。 そ れ で 、 、『 こ の 味 を ぜひ 日 本 


の 人 た ち に ゃ も 』 っ て 思っ て 、 


長く な る か ら こ れ で 。 


。 じゃ 、 
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/ 元 の 庁 送 交 / 


ー ま い の 紙 が 鳥 や 動物 、 花 や 草 に な り ま す 。 こ の 本 の 中 で 紹介 し た も の は 、 
私 が 自分 で 考え て 作っ た も の ば か り で す 。 皆さん 、 ど う ぞ 、 一 度 作 っ て みて く 
だ さい 。 し か し 、 私 の 好き な 鳥 や 動物 を 本 に し て みた ら と いう お 話 が あっ た と 
き 、 そ うし て みよ うと 思っ た の は 、 私 の 作っ た も の を ご 紹介 レ し よう と 思っ た か 
ら で は な く 、 一 まい の 紙 が 教え て くれ た 「 遊 び の 心 」 を 多く の 方 に 知っ て いた 
だ きた いと 思っ る た か ら で す 。 

私 が 紙 と 遊ぶ こと を 始め た の は 、 入 院 し て いた 病院 の ベッ ド の 上 で 、 一 びき 
の ゾウ を 作っ て か ら で し た 。 何 も する こと が な く て 古い 新聞 を 読ん で いる と 、 
その 中 に 、 紙 で いろ いろ な 動物 を 作る 人 の 話 が あり 、 ゾ ウ の 作り 方 が 出 て いま 
し た 。 読ん で いた 新聞 を 使っ て 、 私 も 作っ て み ま し た 。 簡単 そう に 書い て あり 
まし た が 、 な か な か で きま せん 。 そ し て 、 や っ と で きた ゾウ も ゃ も 、 新 聞 の も の と 
は 少し 違い ます 。 そ れ で 、 も う 一 度 、 も う 一 度 と 思い な が ら 、 何 度 も 作っ て み 
まし た 。 で きた ゾウ を 並べ て みて 分 か っ た の で す が 、 ど の ゾウ も 、 み ん な 少し 
違う の で す 。 強 そう な ゾウ 、 ち ょ っ と か な し そう な ゾウ 、 つ か れ て 休ん で いる 
よう に 見 える ゾウ 。 一 まい の 紙 で す が 、 本 当 に 面白 いも の だ な あと 、 そ の と き 
思い まし た 。 

あれ か ら 30 年 。 私 は 自由 な 時 間 が ある と 、 紙 と 遊び ます 。 一 まい の 紙 を 前 
に 、 ま ず 、 頭 の 中 で いろ いろ な 絵 を か きま す 。 そ れ か ら 、 そ の 紙 を 使っ て 、 頭 
の 中 で か いた 烏 や 動物 、 花 や 木 の 形 を 作り ます 。 こ うす れ ば いい か な 、 こ ちら 
の 方 が いい か な 、 な ど と 考え な が ら 紙 と 遊ん で いる と 、 私 は と て も 自由 な 気持 
ち に な っ て いま す 。 6 

皆さん 、 ど ん な 紙 で も いい で す 。 手 に 取っ て 、 ど ん な 鳥 、 ど ん な 花 に な る か 
考え を て みて くだ さい 。 そ し て 、 こ の 本 と 一 緒 に 自由 で 新しい 世界 で 遊ん で みて 
くだ さい 。 
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AO PR OYK DO 4 


PS 
© 


= 


Do JO9 ON ei, 2 


= 
© 


文章 の 内 容 と あぁ あっ て いる 文 に は ① を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て で て くだ さい 。 


( 


HN EG や ーー トー SS A の ひ ーー ト 


/ 放 全 チェ ッ ク / 


) こ れ を 書い た 人 は 、 自 分 が 作っ た 紙 の 動物 が きれ いな の で 、 み ん な に 見 せ た い と 


思っ た 。 


) こ れ を 書い た 人 は 、 子 供 の と き 、 先 生か ら そ の 作り 方 を 習っ た 。 


) こ れ を 書い た 人 は 、 新 聞 を 見 て 、 自 分 で 動物 を 作っ て みた 。 
) 紙 で 動物 を 作る の は 、 始 め は 難し か っ た 。 

) 初め て 作っ た 動物 は 猫 だ っ た 。 

) 作 っ た 動物 は いつ も 同じ に 見 える 。 

) こ の 人 は も 2 う 30 年 も この 遊び を 続け て いる 。 

) 紙 で も の を 作る の は この 人 の 仕事 に な っ た 。 

) い つも 作る 前 に 、 紙 に その 動物 の 絵 を か いて いる 。 


) こ の 人 は 動物 だ け で な く 、 紙 で いろ いろ な も の を 作る こと が で きる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 人 は 紙 で 何 を 作っ て いま すか 。 

この 人 は 本 の 中 で どん な こと を 紹介 し まし た か 。 

どう し て その 本 を 出し まし た か 。 

いつ か ら こ の 遊び を 始め まし た か 。 

初め て 作っ た ゾウ は 新聞 の も の と 同じ し よう に で きま し た か 。 
何 度 も 作っ て みて 、 ど の よう な ゾウ が で きま し た か 。 

この 人 は 初め て 紙 で も の を 作っ て みて 、 ど う 思 いま し た か 。 
この 人 が 紙 と 遊 選 の は どう いう と き で すか 。 

この 人 は 作る 前 に まず 何 を し ます か 。 

紙 と 遊ん で いる と 、 ど ん な 気持 ち に な り ま すか 。 


29 


党 6 療 盛 解 7 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1. ( 2 ) 
7. ( 


3. ( ) 4. ( ) 5. ( ) 
6. ( ) ) 8. ( 9 


lg テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: お い 、 ユ キ 、 ま た 


B: そう な の 。 


の か し ら 。 


A: 親 だ け だ 上 、 そ う 思 う の は 。 


B: この 間 。 あれ か ら は 


の 一 番 好 き な ん で すっ 5G。 


A: へ え 、 そ ん な に 


ずっ と 立っ て いた な 。 


B: ここ が と か 言い な が ら 、 自 分 は 頭 の 中 で 


。「 赤 ちゃ ん 、 


o MOSS 


。 見 て る と お も し ろ い わ 。 


A: な あて 、 万 れ て し まっ た な 。 
30 


B: ゾウ の 絵 を か く で し ょ 。 それで と 一 生 懸 命 


で も 、 9 


A: そう か 。 子 供 っ て いう の は 
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/ 妖 解 / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 
( 


2 ( ) 
6. ) 7. ( 


3. 
) 8. ( ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 
外国 の 方 が 


( ) 4 ( ) 5. 
9. ( 


と 、 い ろ い ろ た い へ ん だ と 思い ます が 、 


し た ら ど うな さっ て い 


ます か 。 
ーー そうですね 。 の で 、 い ろ い ろ あ る ん 
で す 。 そ ん な と き は 、 。 初め は 、 
が 、 あ れ は お も し ろ い で すね 。 私 の よう な 
に も 。 お 酒 を 飲ん で いる か ら 、 
。 あれ が いい で すね 。 大 騒ぎ 
な ん で す 。 お お ぜ せい の 前 で 歌っ て いる と 、 
。 飲 ん だ り 歌 っ た り し て いる と 
と も し 、 カ ラオ ケ っ て いう の は 
し 、 じ & 二 ラ ー ヨ 


ー ク に いた ころ か ら カ ラオ ケ ヶ の 話 は 聞い て いま し た 。 で も 、 
32 


か 、 分 か ら な か っ た ん で す が 、 
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公園 や 町 の 中 な ど で 、「 こ の 中 に 入る な 」「 魚 つり 禁止 」「 止 まれ 」「 わ た る 
な 」 な どの 命令 や 禁止 の 文 を よく 見 る 。 こ うい う の は 短く て 便利 だ し 、 も 2 慣 
れ て し まっ て いて 、 失 礼 だ と 思っ た こと が な か っ た 。 し か し 、 こ の 間 遊 びに 行 
っ た 所 で 、 ち ょ っ と 違う も の を 見 た 。 そ こ は 、 高 さ 3000 m の 山 で 、 き れい な 
花 が た くさ ん さい て いる 所 だ っ た が 、 だ れ も 花 を と っ て いる 人 は いな いし 、 ゴ 
ミ も な く て 、 と て も 気持 ち が 良かっ た 。 そ こ に ある バス の 停留 所 に 「 と る も 
の は 写真 だ け 、 残 す も の は 思い 出 だ け 」 と いう 紙 が は っ て あっ た 。「 花 は と る 
な 」「 ゴ ミ は 落と す な 」 と 言わ れる より も ずっ と 良かっ た 。 こう 書い て ある か 
らき れい な の だ と は 言え な い 。 し か し 、 こ うい う あ た た か い 言 葉 の 使い 方 が で 
きる 人 た ち が 守 っ て いる か ら 、 山 が きれ いな の だ と は 言え る だ ろう 。 こ ん な が 言 
葉 ば か りな ら 、 楽 し い だ ろ うな あと 思う 。 同じ よう に 「 わ た る な 」 よ り は 
「100 m 向こう で わた れ ま す 」 の 方 が 親切 だ し 、「 魚 つり 禁止 」 よ り は 「 私 た ち 
を 連れ て 行か な いで くだ さい 」 の 方 が 面白 く て 分 か りや すい と 思う 。 

同じ 考え か ら だ ろう か 、 こ の ご どろ 「XxXX を 払え 」 と いう 知ら せ が 、「 皆 様 か 
らい た だ いた お 金 は ベ メ と 〇 〇 に 使わ れ て いま す 」 と な っ て きた 。 こ う 言 われ 
る と 、 払 っ て も いい な と いう 気持 ち に な る か ら 面 白い も の だ 。 
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回 


ェ ー 


Oo SN 2 の やや i I 


= 
ご 


jaa 


ST ION の あこ の 


10. 


/ 放 全 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て くだ さい 。 


(  ) 町 の 中 で 見 る 命令 や 禁止 の 文 は た いて い 短 い 。 

(  ) 短 い 命 令 や 禁止 の 言葉 は 便利 だ 。 

(  ) 人 鈴 令 の 言葉 は 失礼 な の で 、 み ん な 怒っ て いる 。 

(  ) こ れ を 書い た 人 は 最近 、 花 が きれ いな 海岸 へ 遊び に 行っ た 。 

( ) こ の 人 が の ぼっ た 山 は きれ い だ っ た 。 

(  ) そ の 山 に は 「 写 真 を と る な 」 と いう 紙 が は っ て あっ た 。 

(  ) そ の 山 で 見 た 命令 や 禁止 の 言葉 は 、 そ れ ま で 見 た も の と 違っ て いた 。 

( ) こ の 人 は 山 で 見 た よう な 言葉 が も っ と 多く な れ ば いい と 思っ た 。 

(  ) こ の ご ろ 「xX を 拡 え 」 と いう 知ら せ が 多 い 。 

( 7) X※ を 払え を え 」 と いう 命令 の 文 を 読む と 、 払 いた く な る と 、 こ の 人 は 言っ て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


命令 や 禁止 の 文 が 短い の は どう し て で すか 。 

人 々 が 命令 や 禁止 の 文 を 見 て 失礼 だ と 思わ な い の は どう し て で すか 。 

この 人 は 最近 どん な と ころ へ 遊び に 行き まし た か 。 

この 人 が そこ で 見 た の は 、 ど ん な 禁止 の 言葉 で し た か 。 

この 人 は それ を 見 て 、 ど う 思 いま し た か 。 

この 人 は その 場所 は どん な 人 た ち に 守ら れ て いる と 思い まし た か 。 

「 メ を 払え 」 と 「 皆 様 か らい た だ いた お 金 は ひつ 〇 と メメ に 使わ れ て いま す 」 と で は 、 ど 
う 違 う の で し ょ うか 。 

この 人 は 命令 や 禁止 の 文 を どの よう な 言い 方 に すれ ば いい と 思っ て いま すか 。 

「 外車 禁止 」 と 同じ 意味 で こん な 言い 方 の 方 が いい と 思う 言葉 を 考え て くだ さい 。 
意味 は 同じ で も 、 こ の よう な 言い 方 の 方 が いい と 思う 例 を あげ て くだ さい 。 
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常 7 論 礎 解 7 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 3. ( ) 4 (< ) 5. ( ) 
6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: あら 、 この 人 色 、 きれ いね 。 ワ 

B : ええ 、 こち ら へ どう ぞ 。 o 

A: 

B: いい え 、 - © 今 、 みな さん 、 

A: で も 、 6 

B : と 思い ます けど 。 そ れ な ら ・... 

A: うー ん 、 茶色 ね 。 それ は o それ 
な ら 、 ま だ 、 o 

B: そう で すね 。 で も 、 
の 

A: そう か し ら 。 そうね 、 、 こ ちら 
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の ほう が いい か も し れ な いわ ね 。 


ええ 、 そり で ず わ 。 今 。 


けど 、 な ら 、 こ ちら の ほう が ・... 


そう ね 。 じゃ あ 、 る 
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/ 厄 和解 島 / 


テー を 聞い て 、 答 え 書 いて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 3. ( ) 4 ( ) 。 5. 《( ) 
6.( ) 7 ( ) 8. ( ) 9. ( }) 10. ( ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 
最近 の な ん で す が 、 何 で も 


、 そ ん な 感じ が する ん で す 。 私 は 、 日 本 語 は 


か ら 、 き れ 


いな 言葉 だ と 思っ て る ん で す 。 ま た 、 同 じ こ と を 言う と き で も 、 


、 相 手 に 


を 残し て お く 、 


。 私 が 若い ころ の こと で す が 、 埋 は 男 の 人 が 


と き 、「 」 な ん 


て 言い ませ ん で し た 。 私 の 友達 も そう で し た 。 友 達 は 、 月 の きれ いな 公園 で 「 


」 と 言っ た の だ そう で す 。 そ れ を 聞い た 相手 の 人 は 


」 と 答え た そう で す 。 男 の 方 は こま っ て し まっ て 、「 


」 と 言っ て 、 何 も 言え を なくなり 、 


、 この 三 人 は o 


この 話 を 


が 、 こ ん な 笑い 話 も 


38 


うぅ 時代 で すか ら 。 


。 だ れ も が 「 


nl 


が 、 そ れ で もせ も 何 か 


、 私 は 少し 寂し いん で す 
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/ 見 % 麻 送 謗 / 


今 の 若い 女性 が 理想 と 考え る 男性 は 音 の それ と は ずい ぶん 違っ て きた 。 普 
は どん な と き で も 自分 を 守っ て くれ る よう な 強い 男性 が 理想 で 、 顔 や 言葉 の 
優し い 男 性 は 女 の よ うだ と 言わ れ て いた 。 と ころ が 最近 の 女性 が いい と 思っ 
て いる の は 細く て 背 が 高く 、 お し ゃ れ で 優し い 男 性 な の だ そう だ 。 そ こ で 、 
男性 は 一 生 懸 命 自分 を 和 飾る 努力 を 始め た よう だ 。 中 に は 、 男 性 専門 の お し ゃ 
れ ざ っ し を 買っ て 、 か み の 形 や 着る も の を 研究 する 者 も いる そう だ 。 買い た 
い 物 が あれ ば 、 朝 早く か ら 店 の 前 に 並ん で 待っ た りす る 。 確か に お し ゃ れ な 
男性 が な える の は いい こと だ 。 し か し 、 右 を 見 て も 左 を 見 て も 、 同 じ よ うな 
男性 ば か り に 見 える の は どう し て な の だ ろう 。 同じ よう な デザ イン の 服 、 バ 
ッ グ 、 同 じ よ うな か み の 形 、 歩 き 方 、 そ うな る と 話 ま で 同じ よう な こと を 話 
し て いる よう に 見 えて し まう 。 こ れ は テレ ビ や ざっ し な ど が いう 「 理 想 」 に 
近く な ろう と し すぎ て 、 結 局 み ん な が 同じ に な っ て し まっ た た めで は な い だ 
ろう か 。 

昔 は 、 男 性 の 考え る 「 理 想 の 女性 」 に な ろう と 努力 する 女性 が 多かっ た 。 
も ちろ ん まだ 、 男 性 の た め だ け に お し ゃ れ を し て いる 女性 も いる が 、 男 性 が 
どう 考え る か を あま り 問 題 に せ ず 、 も っ と 自由 に 自分 の 好き な お し ゃ れ を し 
て いる 女性 の 方 が ふえ た 。 仕事 や スポ ー ツ 、 勉 強 を 一 生 懸 命 や っ て いる 女性 
も ふえ 、 そ の 中 に は 、 特 別に お し ゃ れ を し て いな い の に 、 き れい だ な と 思わ 
せる 女性 が いる 。 中 か ら 出 て くる 何 か が その 女性 を きれ い に 見 せ て いる の だ 
ろう 。 き れい に 見 せよ うと 外見 を 大 切 に し て きた 女性 が 、 中 身 を 一 生 懸 命 み 
が き 、「 外 見 より 中 身 」 と 言っ て いた 男性 が 外見 を 飾り 始め た の は 面白 いこ 
oe 


回 


= | と | 
ら … ら pe さ の n+ eo NM ご 


ヘー ベー て ーー て ーー て ーー トー て ーー ト ーー トー グー 


o ら 0 ささ ひい Ww Rw いら ご 


— 
© 


/ 必 全 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は x メ を 書い て くだ さい 。 


) 若 い 女 性 が 考え る 「 理 想 の 男性 」 は 、 今 も 普 も 同じ で ある 。. 

) 昔 は お し ゃ れ で 優し い 顔 の 男性 は 、 女 の よう だ と 言わ れ た 。 

) 最 近 、 若 い 男性 は ずい な ん お し ゃ れ を する よう に な っ た 。 

) 男性 専門 の お し ゃ れ ざ っ し が 売ら れ て いる 。 

) 男性 が か おしゃれ を する の は 悪い こと だ 。 

) 最 近 の 男性 は みん な 同じ よう に 見 える と 、 こ れ を 書い た 人 は 言っ て いる 。 
) 女 性 は いつ も 男性 の た め だ け に お し ゃ れ を し て いる 。 

) お し ゃ れ を し な けれ ば 、 自 分 を きれ い に 見 せる こと は で き な い 。 

) 最 近 の 女性 は 自分 の 外見 ば か り を 大 切 に し て いる 。 

昔 は 、 男 性 は 外見 より 中 身 を 大 切 に し た 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


昔 は どん な 男性 が 「 理 想 の 男性 」 と 言わ れ ま し た か 。 


・ 顔 や 言葉 の 優し い 男 性 は 、 昔 は どの よう に 言わ れ ま し た か 。 
・ 今 の 女性 が 好き な の は 、 ど ん な 男性 で すか 。 


最近 の 男性 は お し ゃ れ を する た め に どん な こと を し ます か 。 


. お し ゃ れ な 男性 が 、 み ん な 同じ し よう に 見 える の は どう し て で すか 。 


昔 の 女性 と 今 の 女性 は 同じ でしょ うか 。 
最近 の 女性 の お し ゃ れ の し か た は 、 苦 と どう 違い ます か 。 


. 仕事 や スポ ー ツ 、 勉 強 を 一 生 懸 命 や っ て いる 女性 の 中 に は どん な 人 が いま すか 。 
. それ は どう らし て だ と 言っ て いま すか 。 
.「 人 が 中 身 を みがく 」 と いう の は どう いう こと で すか 。 
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/ 第 座 万 解 了 / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 3. ( J ) 5. ( ) 

6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 3. t( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: どう ぞ で 、 こ ちら へ 。 

B: ほお 。 o 

Cn SE で 。 

B: そう で すか 。 こ こ で ね 。 

A: : 。 何 も な いか ら ね え 。 


B: いや 、 え え 、 ま あ 、 そ の ... そ うな ん で す 。 


C: 私 た ち も 
が 、 本 が 。 
た り 、 
た りす る ん で す よ 。 
B: これ じゃ 、 写 真 に な ら な いな あ 。 こ ん な に 
と いう の は SEEGo 
C: 絵 や 写真 な ん か も 、 。 先生 、 
A: それ は ね 、 6 
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どう し て で すか 。 


何 か が ある と 、 ど うし て も 


由 に 考え られ な いん で す よ 。 ですから 、 し 、 


ほう 、 な る ほど ね え 。 と は 、 


。 じゃ 、 ま ず 


いい で す よ 。 


で も 、 何 か な いと ... 8 
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/ 燃 和解 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. 
6. 


) 3. ( ) 4 ( ) 5. ( ) 


( ) 2. t 
( jo A ) 8. 


~~ 
ペン 
© 
Pa 
= 
つ 
~~ 
ュー ン 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


時 計 と いう の は 、 、 そ れ も ゃ 最近 は ず 
いぶ ん 変わ っ て きま し た 。 。 今日 は 
さぶ 


いさ ん に お 話 を うか が いま し た 。 


時計 は 20 年 前 と は ずい ぶん 変わ り 


まし た ね 。 著 は 一 日 に 5、6 分 、 の が 


が 、 今 は を ん な こと は あり ませ ん 。 


時 計 が 多かっ た ん で す が 、 6 。 時 計 
を し て 。 デザ イン も $ 今 は 


、 著 の よう な 


。 で も 時 計 も 変わ り ま し た が 、 


。 昔 は 


が 、 今 は それ だ け じ ゃ だ めで す 。 今 は ね 、 


パー ティ ー へ 行く と き は 


_ _ 、 海 へ 行く と き は 


、 仕 事 の と き は 


な ど 、 い ろ い ろ で すね 。 今 は 時 計 が 売れ る の は 


よう り 、 
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o」 


/ 多 庁 送 半 / 


コー ヒー で 有名 な 、 あ の ハワイ の コナ と いう と ころ へ 遊び に 行っ た 友達 の 
話 。 食 べ す ぎ た の か 、 お いし い コ ユー ヒー を 飲み すぎ た の か 、 急 に お な か が 痛く 
な り 、「 ち ょ っ と 」 と 言っ て 、 急 いで トイ レ へ 行っ た そう で す 。 と ころ が トイ 
レ の 前 へ 来 て 、「 リ コー 一 男性 用 、 女 性 用 と 書い て ある の は 分 か る の で す が 、 こ 
れ が ハワイ 語 で 、 ど う ゃ 分 か ら な い 。 絵 も か いて は ある の で す が 、 これ が ま 
た 、 ど ちら も スカ ー ト の よう な も の を は いて いて 困っ て し まっ た そう で す 。 そ 
れ か ら そ の 友達 が どう し た の か は 忘れ て し まい まし た が 、 こ の 話 を 聞い た と 

き 、 笑 っ て いい の か どう か 、 私 も 困っ て し まい まし た 。 で も 最近 は 空港 や 駅 な 
ど で 使 われ て いる 絵 は 、 だ れ に で も ゃ 分 か りや すく な っ て いる の で 、 私 の 友達 の 
よう に トイ レ の 前 で 「 右 か 左 か 」 と な か され る 人 は 少な く な っ た と 思い ます 。 

だ れ が 見 て 意味 が 分 か る と いう こと で 、 絵 と 同じ よう に 使わ も れ て いる の が 
色 で す 。 東 京 、 大 阪 、 福岡 な どの 大 都市 の 地下 鉄 の 地図 は 、 赤 や 青 や 縁 を 合 
っ て 分 か りや すい よう に か か れ て いる し 、 電 車 の 色 を 見 れ ば どこ へ 行く の か 分 
か る よう に な っ て いる と ころ まで あり ます 。 学生 も 、 ふ で ば この 中 に 赤 や 青 や 
黄色 の ペン を 入れ て 、 先 生 の 説明 を 聞き な が ら 「 す ぐ 覚 える こと 」「 テ スト の 
前 に 覚え る こと 」「 覚 えな く て も いい けれ ども 大 切な こと 」 と 色 を ぬる と いう 
5 

最近 は 外国 へ 行っ て も 車 を 運転 する の に あま り 困 り ま せん 。「 あ ぶな い 」 と 
いう こと を 知ら せる た め に 赤 が 使わ れ て いた り 、 あ ちら こち ら に 絵 を 使っ た 案 
内 が ある か ら で し ょ う 。 色 と 絵 は 、 ど ちら ゃ 言葉 と 同じ よう に 伝え た いこ と を 
簡単 に 分 か りや すく 伝え る の に 役に立っ て いま す 。 
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回 


a 


SO ET ON Ee RS 


= 
ご 


a 


や の I か i Ps の ら 


ご 


/ 届 変 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は メ を 書い て くだ さい 。 


) これ を 書い た 人 の 友達 は 、 ハ ワイ で 困っ た こと は 何 も な か っ た 。 

) 友達 は お な か が 痛く な っ て 病院 に 行っ た 。 

) トイ レ の 案内 は ハワイ 語 と 絵 と 両方 あっ た の で 、 す ぐ 意 味 が 分 か っ た 。 
) 男性 と 女性 の 絵 は ど ちら も 同じ よう に 見 えた 。 

) 最近 空港 な ど で 使わ れ て いる 絵 は だ れ が 見 て も 分 か りや すい 。 

) 日 本 の 大 都市 で は 色 で 意味 を 表す こと が な い 。 

) 色 を 見 れ ば どこ へ 行く 電車 か 分 か る こと も ある 。 

) 東京 で は 地図 の 色 を 見 た だ け で 、 き っ の ね だ ん が 分 か る 。 

) 学 生 は いろ いろ な 色 の ペン を 使っ て ノー ト を 書い て いる 。 

) 案内 に 絵 や 色 を 使う の は 日 本 だ け で は な い 。 


ーー トー ーー や ーー トー て ーー トー トー トー グー 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 人 の 友達 は どこ へ 遊び に 行き まし た か 。 

トイ レ の 前 で この 人 の 友達 は どう し て 困っ た の で すか 。 

絵 を 見 て も 意味 が 分 か ら な か っ た の は どう し て で すか 。 

最近 の 駅 の 案内 は どの よう に 変わ っ て きま し た か 。 

言葉 の ほか に 意味 を 表す も の に は 、 何 が よく 使わ れ ま すか 。 

地下 鉄 の 地図 で 色 は どの よう な 使い 方 を され て いま すか 。 

学生 た な ちら は どん な こと に 色 を 利用 し て いま すか 。 

外国 へ 行っ て も 、 車 の 運転 に 困ら ちら ない の は どう し て で すか 。 

色 や 絵 は ビ ば ん な こと に 役に立っ て いま すか 。 

ほか に も 、 色 や や 絵 と 同じ よう に 、 役 に 立つ も の が あり ます か 。 そ れ は どん な も の で すか 。 
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党 2 普 成 和解 7 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 3. ( ) 4 ( 0 ) 
6. ( NT y 8 } 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: その セー ター、 き れい な 色 ね え 。 o 

B: そう 、 あ り が と う 。 

C: で も ね 、 で 
NN な ん だ っ て 。 此 っ て いう 
の は i と き に 着る ん だ っ て 。 


B: を うん 、 そ うな の 。 知ら な か っ た わ 。 


A: ね え ね え 、 私 は 。 ピ ンク に 赤 。 


C: ピン ク は 、 赤 は o 


A: そう な らい いけ ど ね 。 


B: ね え 、 で も 、 


CC: うん 、 人 息子 が ちょ っ と ね 。 な ん 
だ けど 、 息 子 が か いた 絵 を 見 て で びっ くり し た の 。 みん な 紫 な の 
よ 。 それで 
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ふう ん 、 そ れ で 。 


その ころ 


、 私 も 忙し く て 


じゃ 、 子 供 さ ん 、 寂 し か っ た ん で し ょ う ね 。 


紫 の 絵 は 「 」 


_  。 先生 の 話 じ ゃ 


な る ほど ね 。 


49 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


この 聞 読 ん だ 本 の 中 に お も し ろ い 話 が あり まし た 。 


ー ド ル に は みどり 、 一 万 円 に は 赤 で 8 
この 色 の 違い は 、 で も ある の で す 。 と い 
う の は 、 ア メリ カ で は た め に 、 

時 代 が あり まし た 。 s 
と 、 そ こ で その 木 を 育て て みて 、 ば 、 


o 「 水 が あっ て み ど り が 育つ 。 


」 と いら こと で 、 み どり は 


だ っ た ん で す 。 
と ころ が 、 日 本 で は 、 
。 そ れ よ り も 、 
cy 
赤い 色 に は どん な 意味 が ある の で し ょ うか 。 
秋 に な る と 、 。 赤 は 


大 切な 季節 、 秋 の 色 だ っ た ん で す 。 
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ろ い と 思い ませ ん か 。 


赤 や みどり の 判 に は 、 
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味 が ある ん だ そう で す 。 お も ゃ も し 


/ 欧 79 克 送 夢 / 


こん な に た くさ ん 車 が 走っ て いる の に 、 日 本 で 売れ る 車 の 数 が 少な く な っ た 
と いう 話 は 開か な い 。 ど こ へ 行っ て も 道 は 一 杯 で 、 ンー に 乗っ て 急い で 
も 、 約 束 の 時間 に そ の 場所 に 行け な いこ と の 方 が 多い 。 駐 車 を する 場所 を さ 
が す の に も ゃ も 、 大 変 な 時 間 が か か る 。 そ れ に 駐車 場 が か あっ て も 、 車 を 止め る の に 
高い 料金 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 そ れ で も 車 が 売れ る の は どう し て だ ろう 。 
、「 日 本 の 家 が 問題 だ 」 と いう 説明 が ある 。 家 が 狭く て 自分 が 一 人 に な れる 場 
所 が な いし 、 広 い 家 を 買お うと 思っ て も 、 高 すぎ て 買う こと が で き な い 。 車 な 
ら 銀行 で お 金 を 借り て 買っ て も 、 毎 月 銀行 に 返す お 金 は 家 を 買っ た と き ほ ど 多 
く は な い 。 そ れ で 、 大 き な 音 で 自分 が 好き な 音楽 を 聞い た り 、 一 人 で 静か に 何 
か を 考え た りす る の に 、「 車 」 と いう 自分 の 場所 を 買う の だ そう だ 。 

20 年 前 に 、 初 め て アメ リカ へ 行っ た と き 、 同 じ よ うな 話 を 開い た 。 あ る 日 、 
長い 時 間 和 散歩 を し て 少し 疲れ た の で 、 一 緒 に いた アメ リカ 人 の 友達 に 、 き っ さ 
店 へ 行っ て ュー ヒー で も 飲も うと 言う と 、 ア メリ カ に は 日 本 の よう な きっ さ 店 
は 少な いと 言わ れ た 。 私 が どう し て か と 聞く と 、 日 本 で 生活 し た こと が ある そ 
の 友達 は 、「 そ の 理由 は 日 本 の 家 が 狭い か ら だ と 思う 」 と 説明 し て くれ た 。 ア 
リ メ カ で は 友達 と ュー ヒー を 飲 な の は 、 き っ さ 店 で は な く て 、 自 分 の 家 や 友達 
の 家 だ そう だ 。 で も 日 本 の 家 は 狭い の で 、 き っ さき 店 へ 行く の で は な いか と 言う 
の だ 。 そ の と き は 「 な る ほど 」 と 思っ た だ け だ っ た が 、 今 考え を て みる と 、 こ れ 
も 車 の 話 と 同じ で 、 自 分 た ちの 「 場 所 」 に お 金 を 払う と いう こと だ ろう 。 き れ 

い に み が いた 車 の 中 を いろ いろ な 物 で 飾っ た り 、 車 に 乗る 前 に くつ を ぬ ぐ 人 も ゃ 
いる そう だ 。 そ ん な 大 切な 車 に 乗っ て 行く < 所 は どこ だ ろう か 。 友達 と お 茶 を 飲 
ん だ り 話 を し た りす る 「 場 所 」 へ 行く の だ ろう か 。 

来 月 、 こ の アメ リカ の 友達 が ひさ し ぶり に 遊び に 来る 。 豊か に な っ た と 言わ 
れ て いる 今 の 日 本 を 見 て 、 今 度 は 何 を 思う の だ ろう か 。 
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IO NR SEO 9 お 5 28 


SO TE hn の 


/ 誰 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て くだ さい 。 


(  ) 最 近 、 日 本 で は 車 が あま り 売 れ な く な っ た 。 

(  ) 日 本 の 道 は 車 が 多く て 、 タ クシ ー で も 約束 の 時 間 に そ の 場所 へ 行け な いこ と が あ 
る 。 

) 高 い 料 金 を 払え ば 、 車 を 駐 車 する 場所 は どこ に で も ある 。 

) 家 より 車 の 方 が 簡単 に 買え る 。 

) 日 本 で は 、 一 人 に な る 場所 を 作る た め に 車 を 買う 人 が いる 。 

) ア メリ カ に も 日 本 と 同じ よう な きっ さ 店 が た くさ ん ある 。 

) ア メリ カ 人 の 友達 は 、 人 と 話し た いと き に は 家 で 話す と 言っ た 。 

) 日 本 の 家 は 広い けれ ど ゃ も 、 友 達 を 呼ん で コー ヒー を 飲ん だ り し な い 。 

) き っ さ 店 へ 行く の は 家 が きた な いか ら だ と アメ リカ の 友達 は 言っ て いる 。 

) き っ さ 店 も 車 も 「 場 所 」 に お 金 を 払っ て いる よう な も の で ある 。 


へ ーー ふ ー トー トー ント て ント や ーー ント 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


タク シー で 行け ば 必ず 約束 の 時 間 に そ の 場所 に 行く こと が で きま すか 。 
車 で どこ か に 行っ た と き 、 何 を さがす こと が 大 変 で すか 。 

どう し て 車 が よく 売れ る と 言っ て いま すか 。 

車 を 買う と いう こと は 、 何 を 買う こと だ と 言っ て いま すか 。 

車 の 中 で は どん な こと が で きる と 言っ て いま すか 。 

どう し て アメ リカ に は 日 本 ほど きっ さ 店 が 多く な い の で すか 。 

日 本 の 人 た ち は ど うし て 家 で 友達 と 話 を し な い の で すか 。 

きっ き さ 店 に 行く の は 飲み 物 に お 金 を 払う の で は な く 、 何 に お 金 を 払っ て いる と 言っ て い 
ます か 。 

車 を 大 切 に する 人 の 中 に は どん な こと を する 人 が いま すか 。 

あな た は 「 場 所 」 を 買う の に お金 を 使っ て いる 日 本 人 を 見 て 、 ど う 思 いま すか 。 
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常 70 療 砂 解 7 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


( ) 4 t ) 535. ( ) 


1. Np 2. ( } 3. 
A ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 


( 
6. ( ) ( 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: な に 、 そ れ 。 


B: アン ケー ト 。 
A: っ て 何人 。 
。 無理 だ よ 。 | | 
B: いい の 。 。 え えと 、1 番 。『 
| 
は い 、 ま る 。 満足 し て いま す 。 | 
A: へ え 、 お 母さん 、 、 そ れ で 満足 
し て る の 。 


B: そり ゃ あ 、 い ろ い ろ あ る けど 、 


だ し 、 6 


A: > 9 


B: そう 、 そう 。 次 は っ と 。『 


ラン ん 、 そう ね え 、 


お 金 だ よ 、 お 金 。 ば 


あな た に は あき れる わ ね 。 次 。『 


_』 家庭 、 仕 事 、 趣 味 。 そ う ね え 、 や っ ぱり 家庭 か な あ 。 


6 、 食 べ る も の 。 


は い 、 は い 。 な ん だ か ら 。 
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/ 感 I / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


) 3. ( ; 
) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 


2 
た 
~~ 
ペー 
1 
~~ 
ペー プ 


1. ( ) 2. 
) 7 


( 
6. ( ( 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


この 一 十 年 、 


。 これ が 自分 に 一 番 の 仕事 な ん だ っ て ね 。 


。 これ が 自分 に 一 番 だ と 思え る 仕事 に 


つけ る っ て の は 、 ' 。 お 金 の た めじ ゃ な 
い 、 
っ て こと で す よ 。 昔 、 。 音楽 家 シ ュ 
ー ベ ルト の 話 で ね 、 で 

が 、 


。 す る と 、 そ この 娘 が 聞く ん で す 。「 シ ュー 


ベル ト さ ん 、 あ な た の 歌 は 


」 っ て 。 す る と ね 、 シ ュー ベル ト が 「 私 の 歌 は 


と 答え る 。 ち ょ うど そこ へ 
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が 流れ て きた ん で す よ 。 ぼ く は 


けれ ど 、 


、 お 金 な ん か いら な いか ら 、 


と 思い 、 今 まで や っ て きた 


ん で す 。 
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/ 欧 77 欧 遂 次 / 


「 鍋 ろ し いこ と が 二 、 三 週間 の うち に 起こ り ま す 。 あ な た は も うに げ る こと 
が で きま せん 。 け が を し た り 、 死 ん だ り し た く な か っ た ら 、 こ れ と 同じ 文 を 書 
いて 、13 人 の 人 に 出し て くだ さい 。 も し 出 き な いと 、 あ な た や あな た の 家族 
は 大 変 な こと に な り ま す 」 

こん な 気味 の 悪い 手紙 が 来る こと が ある 。 出し た 人 の 名 前 は 書い て な い 。 信 
じ ら れ な いと は 思っ て も 、 家 族 に まで 恐ろし いこ と が 起こ る と 書い て ある と 、 
すぐ に す て る こと も で き な い 。 見 も 知ら ぬ 人 か ら 来 た も の な ら 無視 すれ ば いい 
が 、 こ ちら の 住所 を 知っ て いる の だ か ら 、 だ れ か 知っ て いる 人 か も し れ な いな 
ど と 思う と 気味 が 悪く な る 。 目 2 分 の 名 前 が 相手 に 2 分 か ら な いと 安心 し て 、 他人 
に 対し て いた ずら を し た り 、 頂 が ら せ た りす る の は 全く 許す こ と が で きか な い 。 

RE 
知ら な い が 、 そ れ か ら 家 に お か し な 電話 や 手紙 が た くさ ん 来 て 困っ た そう だ 。 
だ れ か ら な の か ちゃ ん と 分 か る も の は まだ 我慢 お が で きる の だ が 、 そ の ほとん ど 
は だ れ が か けた か 、 だ れ が 出し た か 名 前 も 住所 も 分 か ら な いも の で あっ た と い 
2。 も う 二 度 と あん な こと を 書く な 」' あや まれ 」 と 大 声 を 出し た り 、 こ ちら 
が 出る と 何 も 言わ ず に すぐ 切っ て し まっ た りす る 電話 、「 あ な た の 思 思想 は まち 
が っ て いる 」 と 何 ま いも 何 ま いも 書い て ある 手紙 、「 宗 教 を 信じ て いな いか 
ら だ 」 と 言っ て くる も の 、 中 に は ナイ フ を 送っ て きた も の さえ あり 、 そ の 人 は 

し ば らく 誠 く て 眠れ な か っ た そう だ 。 

この よう に 、 毎 日 何気なく 利用 し て いる 電話 や 手紙 は 大 変 便利 で 、 生 活 に 

必要 な も の だ が 、 和 恐ろし いも の に な る こと も ある 。 
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r= 


OS A RN パー ギー 9 


= 
ご 


ェ ー 


ON PR OR CT 2) 


8 
© 


/ 訪 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あぁ あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 方 に は x を 書い て で て くだ さい 。 


) 時 々 、 出 し た 人 の 名 前 が 書い て な い 手 紙 が 来る こと が ある 。 

) 手 紙 に は 同じ 文 を 書い て 13 人 に 出せ と 書い て あっ た 。 

) こ の 人 は 、 気 味 の 悪い 手紙 が 来 た ら 、 す ぐす て る よう に し て いる 。 
) こ ん な 手紙 を 出す の は よく 知っ て いる 友達 だ け で ある 。 

) 自分 の 名 前 が 分 か ら な いと 思っ て 、 い た ずら を する こと は 良く な い 。 
) 新 聞 に 意見 を 出し た ら 、 電 話 や 手紙 が 来 て 還っ た 人 が いる 。 

) 新 聞 に は 住所 も 出 て いた 。 


) 頂 く て 眠れ な く な る よう な 手紙 も あっ た 。 
お そ 
) 電話 や 手紙 は 区 ちら し いも の に も な る か ら 、 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 


ーー 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


気味 の 悪い 手紙 に は 何 を し ろ と 書い て あり まし た か 。 

この 人 は この 手紙 に 書い て ある こと を 信じ て いま すか 。 

どう し て すぐ に この よう な 手紙 を す て る こと が で き な い の で すか 。 

この 手紙 は だ れ か ら 来 た も の で すか 。 

何 を 許す こと が で き な い と 言っ て いま すか 。 

新聞 に 意見 を 出し た 人 の と ころ で は 、 ど ん な こと が 起こ り ま し た か 。 

それ は 自分 の 名 前 や 住所 を は っ きり 書い た も の ば か り で し た か 。 

電話 で は どん な こと を 言わ れ ま し た か 。 

手紙 と は どん な こと が 書い て あり まし た か 。 

電話 や 手紙 を 利用 せ ず に 生活 する こと が で きる と この 人 は 言っ て いま すか 。 
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) そ の 人 の と ころ っ ム 来 た 電 話 や 手紙 は 、 だ れ か ら か 分 か ら な いも の ば か り だ っ た 。 


/ 頑 77 有 万 解 7 / 


四 テー を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( SC 4. ( 
6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: も し ゃ し 、 鈴 木 で ご ざい ます 。 も し も し ・・. も し ゃ し 。 


B: や すこ 、 ど うし た の 。 o 
AA: だ わ 。 
B: また 。 こ の どろ 多い わ ね 。 、 お と な り の 佐藤 さん の 家 で も 
A o 
B: うう ん 。 ん だ っ て 。 そ れ で ね 、 佐 藤 さ 
ん 、 こ の 間 R 
つう て 言 ろだ た 5! グフ ララ アッ る て 、 そ れ か ら 


A: 和敬 察 に 言っ た の 。 


B: それ が ね 、 


っ て o 


A: そう 。 じゃ あ 、 
60 


、 今 の 規則 で は 。 


そう 、 じ ゃ あ 、 ど うす れ ば いい の 。 


。 あら 、 ま た 電話 。 


私 、 も うい や よ 。 お 母さん 、 と っ て 。 
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/ 厄 解 / 


テー プ を 開い て 、 符 えて くだ さい 。 
1 ( 3 2、( ) 3. ( ) 4 ( ) 5. ( ) 
6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 9 ( ) 10. ( ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 
夜 遅く 
、。 こと が あり ます よね 。 
二 馬 を と る と 、 


。 電話 を 切る と 、 ま た すぐ に ベル が な る 。「 


。 これ は 


。 どこ の だ れ が こん な いた ずら を し て いる の か 、 い た ずら じゃ な く て 、 


、 電話 か が 
な ど と 考 
えた りす る ん で す 。 
その こと で 
と 


が 、 こ の どろ の 小学 生 は 


と いう ん で す よ 。 も ちろ ん 


が 、 電 話 を か け て 


回 も 「 も し も し 、 も し ゃ もし 」 と 言う の を 開い て いる ん だ そう で す 。 
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と いう の は 、 人 間 


く な り ま す 。 
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/ 着 2 床 送 凌  / 


石川 平 三 さん の た ん じ ょ う 日 は 、 一 年 に 一 度 、 日 本 中 の あちら こち ら で 生 活 
を し て いる 平 三 さ ん の 子供 た ちの 集まる 日 で も ある 。 平 三 さ ん に は 、 す ぐ 近 く 
に 住む 65 歳 の 長男 の 良 三 さ ん の ほか に 、 男 の 子 三 人 、 女 の 子 三 人 、 全 部 で 
人 の 子供 が ある 。 た ん じょう 日 の プレ ゼン ト に 囲ま れ た 平 三 さ ん は 、 毎年 決ま 
っ て 同じ 話 を する 。 子供 た ち を 食べ させ る の に 忙し く て 、 何 も し て や れ な か っ 
た が 、 七 人 の 子供 を 一 人 残ら ず 大 きく し た と いう 話 で ある 。 こ の 島 で 七 人 も の 
子供 を 病気 も させ ず に 大 きく し た の は 、 ま あこ の 平 三 だ け だ と 言っ て 、 歯 の な 
い 口 を 大 きく あけ て 笑う の で ある 。 

90 蔵 に な っ た 平 三 さ ん が 、 今 困っ て いる こと は 、 忘 れ っ ぽ く な っ た こと だ 
そう で ある 。 め が ね を 置い た 場所 や 、 た の まれ た 手紙 を 出し 忘れ る こと な ど 
は 、 毎 日 の こと だ が 、 一 番 困 る の は 、 た ん じょう 日 に 子供 た ち が 集 まっ た と き 

、 名 前 が 思い 出せ な いこ と で ある 。 良 三 さ ん を 呼ぶ の に 、「 好 三 、 玉 三 、 
I よく 子供 た ちの 
御主人 や お くさ ん の 名 前 を 間違え て 、 呼ば れ た 相手 を 困ら せ て し まう 。 二 十 三 
人 いる 孫 の 名 前 は 、 も う 、 だ れ が だ れ か 分 か ら な いそ うだ し 、 そ の 子供 た ちの 
名 前 な ど は 、 初 めか ら 覚 えよ うと も し な か っ た そう だ 。 

それ で も 、 五 十 人 以上 の 家族 、 親 類 に 囲ま れ て の 食事 が 始ま る ころ に は 、 平 
三 さ ん も そん な こと は 忘れ て 、「 お い 、 そ この ボク 、 魚 を 残さ ず 食 べ な いと 、 
大 きく な ら な い ぞ 」「 そ っ ちの 、 何 ちゃ ん だ っ た か な 、 や さい も 食べ な さい よ 」 
と 、 自 分 の は し を 使う 暇 も な い ほ どの 忙し さ で ある 。 子供 た ち に は 、「 一 人 残 
ら ず 、 元 気 で 大 きく する よう に 、 お まえ た ち も ゃ も が ん ば っ て 。 こ の 島 で 、 こ の 平 
三 だ けが ...」 と 、 ま た 、 い つも ゃ も の 話 が 始ま る 。「 こ の 話 が 一 年 で も 長く 開け 
る よう に 願っ て ます 」 と 言う の は 、 長 男 の 良 三 さ ん で ある 。 
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/ 訪 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は ※ を 書い て くだ さい 。 


) 石 川平 三 さ ん の た ん じ ょ う 日 に は 、 家 族 が 日 本 中 か ら 集まる 。 

) 平 三 さ ん は 今年 65 歳 で ある 。 

) 子 供 は 全部 で 人 人 で ある 。 

) た ん し じょう 日 に 平 三 さ ん は 毎年 違う 話 を する か ら 、 み ん な 楽し みた に し て いる 。 
) 子 供 た ち は み ん な 元気 に 大 きく な っ た 。 

) 平 三 さ ん は 忘れ っ ぽく な っ て 困っ て いる 。 

) 平 三 さ ん は 子供 の 名 前 だ け は よく 覚え て いる 。 

) 平 三 さ ん は まだ まだ 元気 で ある 。 

) 平 三 さ ん の 家族 が 集まっ た と き は みん な 静か に 食べ る 。 

) 長 男 は 来年 の た ん じょう 日 に は も っ と 長い 話 を 聞き た いと 言っ て いる 。 


と 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 _ 


子供 た ち が 集 まる の は どん な と き で すか 。 

みん な が 集まる と き 、 平 三 さ ん が 決ま っ て する こと は 何で すか 。 

平 三 さ ん が 七 人 の 子供 に 何 も し て や れ な か っ た の は どう し て で すか 。 

最近 平 三 さ ん が 困っ て いる こと は 何で すか 。 

平 三 さ ん は どん な こと を 忘れ ます か 。 

一 番 困 る の は どん な こと で すか 。 

子供 の 名 前 を 忘れ た と き に は どう し ます か 。 

お 手 さ ん の 子供 た ちの 名 前 は 、 前 は 覚え て いま し た か 2。 

平 三 さん は 家族 や 親 頼 と 一緒 に 食事 する と き に は 、 ど うし て 忙し い の で すか 。 
長男 は 平 三 さ ん の いつ も する 話 を 開い て 、 ど う 言 っ て いま すか 。 
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欧 7/2 胸 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


2。 0( )。 3。 ( 
の ) 8. ( 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
A 


みな さん 、 お は よう ご ざい ます 。『 


胡 


2 っ 


へ ケバ 


解 1 


ヤツ 


日 、4 月 15 日 金曜 日 は 、 グ ルー プ の 紹介 で す 。 今朝 の お 客 様 は 


松本 さん で す 。 お 


は よう ご ざい ます 。 


B: お は よう ご ざい ます 。 


で す が 、 今 


パー ティ ー 補 旅行 や スポ ー ツ な ど を 行っ て いる ん で す 。 


A: 楽し そう で すね 。 


B: 始め た の は 今 か ら 3 年 前 で す 。 


どい の て こと で 、 
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で すね 。 


最近 は 


うぅ で す が 、 


っ て いう の を 聞き まし て 


な ん か も た くさ ん ある よ 


来 て で もらっ た 人 に 、 


な る ほど 、 


。 それ で うち の グル ー プ で は 、 


ん な こと を 。 


ええ 、 二 っ あり まし て 、 一 つ は 


よう に し て る ん で す 。 


。 で 、 こ れ か ら は ど 


すばらし いで すね 。 こ れ か ら も が ん ば っ て くだ さい 。 今朝 は どう も あり が と う ご ざ い 


生じ 27Sa 


/ 厄 遂 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


2. ( ) 3. 
096 ) 8. 


D> 史 


( ) ( 
( ) ( 
テー を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


休み に な る と 、 私 は いつ も 


。 乗り 始め て 6 年 。 


、 い ろ い ろ な と ころ へ 行き 、 そ し て 多く の 人 と 


知り 合い まし た 。 も いれ ば 、 


も いま す 。 も ちろ ん 女 の 


子 も お お ぜ い い ます 。 
人 や ゃ や 、 
人 な ど 、 き っ か け は いろ いろ 
で す が 、 み ん な いい 人 た ちば か り で す 。 そ れ ぞ れ た め 、 話 を し て いる 


と 、 と て も お も し ろ い し 、 


。 オー トバ イ の 話 を 始め る 


と 、 0 


帰っ て か ら も 、 


は し て いま す が 、 R 


な か な か 会 えま せん 。 で も 年 に 一 度 、 そ の 機会 が あり ます 。 
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。 毎年 八 月 に な る と 、 日 本 中 あちら こち ら か ら 


が 、 


。 集 まっ た 人 た ちら は 


。 オー トバ イ の 好き な 人 な ら 、 


6 


、 今 年 も そこ に 行こ うと 思っ て で てい ます 。 
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集め た わけ で も な い の に 、 私 の 家 に に は 時 計 が た くさ ん ある 。 買っ た 時 計 は た 
ら た 一 つ で 、 か べ に か け て ある アナ ログ 型 の 時 計 だ け で ある 。 数 字 も 大 きく て 
見 や すい し 、 有 遅れ た り 目 まっ た りす る こと も あま りな いし 、 音 も 静か な の で 私 
ゃ も 妻 も $ 大 変 気 に 入っ て いる 。 

あと の も の は 、 目 分 か ら 集め よう と 走 つて 買い 集め た の で は な い 。 ビデ オ や 
電子 レン ジ や 全 自 動 洗 濯 機 な ど に 付い て いて 、 ー 秒 一 秒 数 字 を 変え て いく 、 
あの デジ タル 型 の も の で ある 。 こ れ が 大 変 落ち 着 か な い 。 見 て いる だ け で せき 
立て られ る よう だ 。 妻 は パン を 焼く と き で さえ 、「30 秒 待っ て 」 と か 「 あ と 15 
秒 」 など と 言う 。 パ ン が 焼け た か どう か を 判断 する の に 自分 の 目 よ り も 、 時 計 
の 方 を 大 切 に し て いる よう だ 。 私 の 方 は テレ ビ を 見 て いて も 、 目 が すぐ デジ タ 
ル の 数 字 へ 行っ て し まう 。「7:58」 が 「7:59」 に 変わ る の を 見 る と 「 あ っ 、 あ 
と 60 秒 で 8 時 か 」 と 思っ た りす る 。 攻 は 、 一 分 、 一 秒 な ど と いう 短い 時 間 は 
問題 に し な か っ た も の で ある 。 それ が 最近 で は どう で も いい よう な こと に ま 
で 、 時 間 を 気 に し すぎ て いる よう に 思う 。 

先日 、 事 故 で マン ショ ン の 電気 が 5 分 止ま っ た 。 た っ た ぅ 分 だ け だ っ た の 
に 、 そ の あと は 大 変 だ っ た 。 電気 が つい た と き 、 正確 に 動い て いた の は か べ 掛 
け 時 計 と 私 の 腕時計 だ け で あっ た 。 私 と 妻 は 家中 の 時 計 を 合わ せる の に と て も 
苦労 し た 。 時間 を 大 切 に 使う た め の 時 計 な の に 、 か えっ て 時 計 に 時 間 を と られ 
て し まっ た 。 こ れ で は 何 の た め に 時 計 が ある の か 、 分 か ら な い 。 こ の よう に 時 
計 に 影響 され る 生活 は いつ ご どろ か ら 始 まっ た の だ ろう か 。 
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回 


ェ ーー 


の OO ON CD Eo: Cy SN 
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回 
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SKK ES SD52017 


/ 改 義 チェック / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は xX を 書い て くだ さい 。 


ヘー トー トー トー トート ー トー トー トト 


) こ の 人 の 家 の 時 計 は 、 み ん な 人 か ら も ら っ た も の で ある 。 

) 時 計 は ビデ オ や 電子 レン ジ に も 付い て いる 。 

) デ ジタル 型 の も の に は 、 い らい ら さ せら れる と この 人 は 言っ て いる 。 

) お くさ ん は 、 料 理 を する と き 時 計 よ り も 自分 の 判断 の 方 を 大 切 に し て いる 。 
) 著 は 、 一 分 、 一 秒 に せき た て られ る 生活 だ っ た 。 

) 今 は 昔 よ り も ずっ と 時 間 を 気 に し て いる と 、 こ の 人 は 言っ て いる 。 

) 電気 製品 に つい て いる 時 計 は 電気 が 止ま る と 大 変 だ 。 

) か べ か け 時 計 は 、 ほ か の 時 計 が 止ま っ た と きも 止ま ら な か っ た 。 

) 時 計 は 、 時 間 を 合わ せる た め に ある も の だ 。 

) 今 の 生活 は 、 時 計 に と て も 影響 され て いる と 、 こ の 人 は 言っ て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 人 が 自分 で 買っ た 時 計 は 、 ど ん な 時 計 で すか 。 

どう し て この 時 計 が 気に入っ て いる の で すか 。 

この 人 の 家 に は 、 ど うし て 時 計 が た くさ ん ある の で すか 。 

デジ タル 型 の 時 計 を 見 て いる と 、 こ の 人 は どん な 気持 ち に な り ま すか 。 
お くさ ん が 、 パ ン が 焼け た か どう か を 知る の に 時 計 を 見 る の は どう し て で すか 。 


最近 、 


一 分 、 一 秒 と いう 短い 時 間 を 気 に す る よう に な っ て きた の は 、 ど うし て で すか 。 


事故 が あっ た と き 、 家 の 中 の 時 計 は 、 全 部 止ま っ て し まい まし た か 。 
何 が 大 変 だ っ た の で すか 。 

時 計 は 、 何 を する た め の も の だ と 言っ て いま すか 。 

「 何 の た め に 時 計 が ある の か 分 か ら な い 」 と 思っ た の は 、 ど うし て で すか 。 
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/ ぺ 頑 /? 選 成 和解 7 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) ( ) 3. ( 
6. ( ) ( ) 8. ( 


~~ 
本 


2 
7. 


テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: こん に ち は 。 ち ょ っ と 、 す み ま せ ん 。 


wn 


ああ 、 そ うだ な 。 も うそ ろ そ ろ お 昼 だ な 。 あ と 2、30 分 で 。 


は あ 、 そ う で すか 。 で も 


A: へ え 、 で も 、 ど う や っ て 。 


B: 、 ほ ら 、 


f 
{ 


A: ええ 、 あ の 山の上 で すね 。 


か り じ ゃ な いで し ょ 。 


A: な る ほど 。 。 で も 、 晴 れ た 日 ば 
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うん 、 そ うだ な 。 


や は り 


いい や 、 若 か ら 


が ね 、 全 然 困 っ た こと は な 


、 こ れ が 。 


ほ あ 。 し か し 。 ど うし て 。 


、 分 か る ん だ よ 。 


、 あ と 2、30 分 で お 昼 だ よ 。 


は あ 、 は あ 、 は あ 、 な る ほど 。 
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/ 克 I / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1 
6 


( ) 2. ( ) 3. ( が A ) 535. ( ) 
( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 
最後 に ご 紹介 する の は 、 
。 アキ ちゃ ん は 
大 き さ や 形 は 人 間 と だ いた い 同 じ 。 
。 人間 の 言葉 も 

。 この アキ ちゃ ん 、、 、 そ うじ 、 せ ん た く は も ちろ ん 、 


料理 も し ます 。 


。 また アキ ちゃ ん は 車 の 運転 も し ます 。 


、 大 変 便利 で す 。 ま ちがい 電話 を か ける こと な ど あ り ま せん 。 


し か し 、 ア キ ち ゃ ん は 


と 何で も 作れ ます 。 


、 食 べ 物 も 飲み 物 も いり ませ ん 。 い つも 健康 で す 。 


も ちろ ん : 、 あ な た が 


に な っ 
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て くれ ます 。 も ゃ 2 う 友 達 や 奥さん は いり ませ ん 。 


アキ ちゃ ん を 、 


、 い や 一 人 、 ど う ぞ 。 
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/ 党 74 療 遂 芝 / 


シノ さん を 知っ た の は 、 あ る 駅 で た ば こ を 買っ た と きのこ と で ある 。「 あ り 
が と うら 。 す いす ぎ に 気 を つけ て 」 そ う 言 いな が ら 、 た ば こ を 出し て くれ た シノ 
さん 一 一 も ちろ ん 、 そ の と き は 、 名 前 も 何 も 知ら な か っ た が 一 一 を 、 面 白い オ 
バ サ ン だ な と は 思っ た が 、 そ の 日 は 急い で いた の で 、 何 も 話さ ず に た ば こ を も 
ら っ た 。 

その 後 二 、 三 回 、 ま た シノ さん の 所 で た ば こ を 買っ た 。 私 が 「 た ば こ を 
…・」 と 言う 前 に 「 は い 、 こ れ だ ね 」 と 言い な が ら 、 シ ノ さ ん は 、 私 が いつ も 
すっ て いる た ば こ を 目 の 前 に 出し て くれ た 。 こ の 面白 い オ バ サ ン 、 シ ノ さ ん と 
話す よう に な っ た の は 、 こ の と きか ら で あ る 。 

渡部 シノ さん 、72 歳 。 若い と き に ご 主人 を 亡くし 、 大 切 に 育て た 息子 さん 
も 、20 年 前 に 山 へ 行っ た まま 帰っ て こない 。「 山 が 本 当 に 好き で ね 。 休 み は い 
つ ゃ も 、 山 に の ぼっ て まし た 」 と 言っ て 、 シ ノ さ ん が 見 せ て くれ た 息子 さん の 写 
_ 真 は 、20 年 の 聞 に すっ か り 色 が 変わ っ て し まっ て いた 。 

息子 を 亡くし て か ら 「 な いて ば か り だ っ た 」 シ ノ さ ん が 、 そ れ で は いけ な い 
と 思っ て この 店 に 出る よう に な っ て か ら 、 も 2 18 年 経つ 。「 私 の 店 へ 来 て 、 新 
開 や た ば こ を 買っ て くれ る お 客 さ ん の 中 に 、 死 ん だ 息子 と 同じ くら い の 年 の 人 
が いる と 、 い つも 昔 の こと を 考え て か な し く な っ て ね ・...。 そ れ か ら 、 私 の 店 
へ 来 て くれ る 人 は 、 み ん な 私 の 息子 、 娘 だ と 思う よう に し た ん だ よ 」 と 言う シ 
ノ さ ん 。 シ ノ さ ん が お 客 さ ん に 声 を か け 始 め た の は 、 そ れ か ら の こと で ある 。 

「 こ の どろ は お 客 さ ん の 方 か ら 、 オ バ サ ン 元気 か 、 っ て 声 を か け て くれ る ん 
だ 。 オ カ ア サ ン っ て 呼ん た で くれ る 人 も いる し ...」 シ ノ さ ん が 、 そ ん な こと を 
話し て いる 間 に も 、 何 人 も の 人 が 「 オ バ サ ン 、 い つも の 」 と 言っ て 買い 物 を し 
で いく 。「 オ カ ア ザ ン 、 と これ 、 ひ と つ だ けど 」 と 言っ て 、 み や げ を 置い て いく 
人 まで いた 。 

「 主 人 や 上 息子 に は 、 早 く 死 な れ て し まっ た けど 、 今 は 、 お お ぜ い の 家族 と 生 
活 し て る よう な も ん だ よ 」 と 、 楽 し そう な 顔 で 話 を する シノ さん の 店 の 周り に 
は 、 明 る く て あたたか い 家 庭 が 本 当 に ある よう に 感じ られ た 。 
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らら @6 TR の 下 


© 


RRNA NE 還 


/ 族 変 チェ ッ ク | 


文章 の 内 容 と あぁ あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て くだ さい 。 


( ) こ れ を 書い た 人 が 、 シ ノ さ ん と 初め て 会 っ た と き 、 シ ノ さ ん の 方 か ら 声 を か け て 


きた 。 
( ) こ の 人 は 、 始 め は 、 シ ノ さ ん を 面白 い 人 だ と は 思わ な か っ た 。 


( ) こ の 人 は 、「 は い 、 こ れ だ ね 」 と 言っ て た ば こ を 出し て くれ た と きか ら 、 シ ノ さ ん 


と 話す よう に な っ た 。 

) シ ノ さ ん は 今 、 一 人 で 生活 し て いる 。 

) シノ さん の 息子 さん も 御主人 も 山 で 亡くな っ た 。 

) こ の 人 は シノ さん に 息子 さん の 写真 を 見 せ て で もらっ た こと が ある 。 
) シノ さん は 御主人 を 亡くし て か ら す ぐ 、 駅 の 店 で 働き 始め た 。 

) シノ さん は お 客 さ ん を 自分 の 家族 の よう だ と 思っ て いる 。 

) お 客 さ ん の 中 に は 、 シ ノ さ ん を 自分 の お 母さん の よう に 思っ て いる 人 も いる 
) お 客 さ ん は みん な シノ さん の こと を 「 オ バ サ ン 」 と 呼ぶ 。 


ヘー トー の や ント ント ント 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


シノ さん を 面白 い オ バ サ ン だ と 思っ た の は 、 ど うし て で すか 。 

シノ さん と 話し 始め た きっ か け は 何で し た か 。 

息子 さん は 、 い つ 、 ど こ で 亡くな り ま し た か 。 

息子 を 亡くし て か ら 、 二 年 ぐら ちい シノ さん は 何 を し て いま し た か 。 

店 で 働き 始め た ころ 、 ど ん な と きか な し く な り ま し た か 。 

シノ さん は どん な 気持 ち で お 客 さ ん に 声 を か け 始 め ま し た か 。 

この ご ろ で は 、 お 客 さ ん の 方 か ら シ ノ さ ん に 何 を する よう に な り ま し た か 。 
お 客 さ ん は 、 シ ノ さ ん の こと を 何と 呼び ます か 。 

シノ さん は 、 今 の 生活 に つい て 何と 言っ て いま すか 。 

これ を 書い た 人 は シノ さん の 店 の こと を どう 思っ て いま すか 。 
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/ 欧 /? 記 数 角 7 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 
7. 


3. ( 
6. ( ) ( ) 8. ( 


ュー ンー ペン 
Nr お 
と 
ペン 
Wn 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: わあ 、 き れい な 海 。 


B : 


* 


あら 、 


MH 


A: お ば さん 、 何 か と れる ん で すか 。 


C: え 、 あぁ 、 o 


A: じゃ... あ 、 わ か っ た 。 


C: ああ 、 い や 、 そ れ も そ うな ん だ けど ね 。 


A: あら 、 違 うん で すか 。 
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じゃ あ 、 


。 遠い と ころ か ら 何 日 も か か っ て 、 


か ね え 。 こ こ で 


ふら うん 。 


その 後 も 何 回 あか あっ て ね 。 


国 か ら の も の まで ね 。 


返事 を 書い て . .. そ れ で 


で ゃ も 夢 が ある わ 。 


けど 
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/ 婚 栗 I / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( 3 ) 4 ) 5. ( ) 
6. ( } 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 
今日 か ら 
皆さん 、 私 は 
、 皆 さん に お 願い し た いこ と が 一 つ あ り ま 
す 。 そ れ は 「 jj と ゆめ うと と で すず 。 
ずい ぶん 茸 の こと に な り ま す が 、 戦 争 の すぐ あと 、 上 
人 や 、 


子供 が 日 本 中 に お お ぜ い い まし た 。 あ る 朝 、 私 は 大 阪 駅 の 前 で 


を 見 まし た 。 


、 青 い 顔 を し て 、 ま る で 病気 の よう で す 。 私 は その 子 


供 に 、 の か 、 開 


いて みよ うと 思い まし た 。 し か し 、 す ぐに 「 い 中 、 。 家 に だ っ て 


」 と 考え て 何 も 言 いま せん で し た 。 け れ ど も 


また 行っ て 


み ま し た 。 駅 前 に 行っ た と き 、 。 あの 
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と き 、 も し 話し か け て いた ら 、 


。 私 は 


の だ と 、 今 で も 忘れ る こと が で き な い の で す 。 


どう か 皆さん は 、 ど こ で だ れ に 会 っ て も 、 


。 これが 私 か ら の お 願い で す 。 
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/ 葛 7? 雇 送 半 / 


この 間 、 友 達 の スミ ス さ ん と お まつ り を 見 に 行っ た 。 一 体 ど こ か ら こ ん な に 
た くさ ん の 人 が 集まる の か と 思う ほど 、 人 また 人 だ っ た 。 

に ぎ や か な 町 を 歩き な が ら 、 日 本 人 は 本 当 に 規律 正しい 人 た ちな ん だ な あと 
思っ た 。 こ ん な 狭い 所 に 動く こと も で き な い ほど の 人 が 集まっ て いる の に 、 み 
ん な 静か に ゆっ くり と 歩い て いる 。 お 酒 を 飲ん で いる 人 も いる の に 、 大 騒ぎ も 
し て いな い 。 だ れ も け ん か を 始め な い 。 確か に けい か ん も いた が 、 私 の 国 ブ ラ 
ジル で は こん な こと は 考え られ な い 。 ど こ か で けん か が 始ま り 、 大 変 な こと に 
な る だ ろう 。 ' 

私 が こん な こと を 言う と 、 ス ミス さん は それ は 違う 、 日 本 人 は いつ も 自分 を 
ころ すこ と に 慣れ て いる の だ と 言う 。 最近 、 ス ミス さん は こん な 経験 を し た そ 
2.756 

ある 日 、 ス ミス さん が 町 を 歩い て いる と 、7、8 人 の 女子 高校 生 が 向こう か ら 
来る の が 見 えた 。 彼 女 た ち は 学 校 で 決め られ た 服 を 着 て 、 ボ ー ル を 持っ て い 
た 。 大きな 声 で 楽し そう に 話し て いた が 、 そこ へ 先輩 が 来る と 、 彼 女 た ち の 能 
度 は 急 に 変わ っ た 。 話 を や め 、「 失 礼 し ます 」 と 大 声 で 言っ て 、 を か く 頭 を 下 
げた 。 ス ミス さん は この 変わ り 方 を 見 て 、 日 本 人 の 規律 正 し さ は 上 下関 係 と 
いう 秩序 を 重く 見 る か ら だ と 思 っ た そう だ 。 

スミ ス さ ん に よる と 、 こ うい うこ と は お と な の 社会 を 見 て も 分 か る そう だ 。 
日 本 の サラ リー マン は 、 有 遅く まで 会 会 社 で 働い て 、 家族 と 一 緒 に いる 時 間 が 少な 
い 。 こ れ は 、 一 人 一 人 の 生活 より も 自分 の 属す る 社会 の こ と を さき に 考え る か 
ら だ そう だ 。 日 本 は 経済 的 に 豊か に な っ て 会 社 は どん どん 大 きく な っ て いる の 
に 、 生 活 は それ ほど 豊か に な っ て いな い 。 そ れ で も 、 人 々 が 我慢 し て 働い て い 
る の は 、 自 分 を ころ すこ と に 慣 ら さ れ て いる か ら と いう わけ だ 。 だ か ら ま つり 
の と きゃ も 、 秩 序 を 守り 、 けん か も せ ず 、 静か に 歩い て いる の だ そう だ 。 

私 は 、 ス ミ ス さ ん は 少し 厳し すぎ る の で は な いか と 思っ た が 、 よく 考え て 見 
る と そう と も 言え そう だ 。 い ろ い ろ 考 えさ せら れ た 一 日 だ っ た 。 
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/ 応変 テ チェック / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は メ を 書い て くだ さい 。 


( ) こ れ を 書い た 人 は 、 こ の 間 、 友 達 と お まつ り を 見 に 行っ た 。 

(  ) こ れ を 書い た 人 は 町 を 歩き な が ら 、 規 律 を 守ら な い 日 本 人 に 拘 い た 。 

(  ) 日 本 で は お まつ り を 見 に 来る 人 の 中 に 、 お 酒 を 飲ん で いる 人 は いな い 。 

( ) こ れ を 書い た 人 の 国 で も 、 お お ぜ い 人 が 集まっ た と き に は 、 規 律 は 守ら れる 。 

( ) ス ミス さん は 、 日 本 人 は も っ と 上 下関 係 を 大 切 に し た 方 が いい と 言っ た 。 

(  ) あ る 日 、 ス ミス さん は 7、8 人 の 大 学生 に 会 っ た 。 

(  ) ス ミス さん は 、 規 律 正 し さ は 上 下関 係 と 関係 ある と 言っ た 。 

(  ) ス ミス さん は 、 学 生 社 会 も る サラ リー マン 社会 も 同じ だ と 言っ た 。 

( ) 日 本 の サラ リー マン は 、 自 分 の 生活 を 一 番 大 切 に 考え て いる 。 

( ) こ れ を 書い た 人 は スミ ス さん の 考え は 厳し い が 正 し いか も し れ な いと 思っ て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 人 は お まつ り を 見 に 来 た 人 を 見 て 、 ど う 思 いま し た か 。 
自分 の 国 だ っ た ら 、 ど うだ と 言っ て いま すか 。 

この 人 の 意見 に スミ ス さ ん は 何と 言い まし た か 。 

スミ ス さ ん は ある 日 どん な 人 た ち に 出会い まし た か 。 

その 人 た ち は 先 輩 を 見 て どう 変わ り ま し た か 。 

それ を 見 て 、 ス ミス さん は どう 思い まし た か 。 

スミ ス さ ん は 、 サ ラリ ー マ ン に つい て 何と 言っ て いま すか 。 

人 々 が 我慢 を し て 働く の は どう し て だ と 言っ て いま すか 。 

日 本 は 国 の 経済 も 、 人 々 の 生活 も 豊か に な っ た と 言っ て いま すか 。 
この 人 は スミ ス さ ん の 考え に つい て どう 思い まし た か 。 
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/ 却 7? 謎 灯 解 了 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1。 ) 2.( か }) 4 ( 5 SB ) 

6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10.( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: さあ さ 、 ど う ぞ こち ら へ 。 

B: わあ 、 す ご い 。 o 

A: お 客 様 、 

6 まさ の 
う ご ざ いま す 。 ] 。 
B: どう も あり が と う 。 
A: 私 、 の 田中 と 申し ます 。 


B: クレ メン チェ フ で す 。 お 世話 に な り ま す 。 


A: クレ ーー…・ あ の 、 。 ま あ 、 本 当 に 日 本 語 が お 上 手 で す の ね 。 


、「 外 人 」 と いう 言葉 に も 


A: 何 か ... いけ ませ ん で し た で し ょ うか 。 
こ 84 


いや 、 。 で ゃ 最初 の ころ は 


つ て 思い ま | 疫 た が 。 


は あ 、 い え 、 そ ん な つも り じ ゃ 。 で は 


えら と 、 あ の : 。。 
クレ メン チェ フ で す 。 


は 、 は い 、 o 
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/ 左 首 
テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1. ( ) の ( 0 0 4 ( } 5. ( ) 
6. ( ) 7 ( ) 8. ( } 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ ブ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


私 は 。 ウチ と か ソト と か 言う の 、 あ 


れ 、 


例え ば で すね 、 


、 よ く 出 て くる ん で す よ 、「 


。「 よ そ 」 と いう の は 、 ほ か の 町 、 


。 これ が また 


。 と ころ が 、 こ の 村 、 町 の 人 々 っ て の が 


っ て 言う と 、 そ う で も な い 。 


。 知っ て いる 人 た ちの 間 で は 、 そ う 、 


o 楽し く や っ て る 。 その 中 


っ て こと で 
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っ て いう 話 な ん か は で すね 、 


レビ だ け じ ゃ な く て 、 
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/ 仲 76 座 送 夢 / 


佐藤 一 郎 さ ん は ある 自動 車 会 社 に 勤め る 38 歳 の サラ リー マン で 、 お くさ ん 
と 子供 二 人 の 四 人 家族 で ある 。 

一 週間 前 、 佐 藤 さ ん は 当たる は ず が な いと 思っ て いた 一 戸建て の 公団 住宅 が 
当たり 、 会 社 の 狭い アパ ー ト を 出 て 、 庭 の ある 家 に 住め る こと に な っ た 。 お く 
さん も ゃ も 二 人 の 子供 も 大 喜び で ある 。 と ころ が 、 佐 藤 さ ん は あま りう れ し そ うな 
顔 を し て いな い 。 喜ん で ば か り は いら れ な いわ けが ある の だ 。 

その 一 つ は 、 こ れ か ら 30 年 間 続 く 家 の ロー ン で ある 。 こ の 家 が 本 当 に 佐藤 
さん の も の に な る の は 30 年 後 な の だ 。 そ れ か ら も う 一 つ 、 今 まで 一 時 間 だ っ 
た 通勤 時 間 が 二 時 間 に な る こと だ 。 朝 6 時 半 に は 家 を 出 な けれ ば な ら な い 。 家 

へ 帰る の も これ まで 以上 に 遅く な る 。 佐藤 さん が お くさ ん や 子供 た ちほ ど 明 る 
く な い の も 無理 は な い 。 

佐藤 さん の 勤め る 会 社 は 世界 的 に も 有名 な 会 社 で 、 佐 藤 さ ん の 給料 も 少な く 
な い 。 そ れ で も ゃ 、 都 心から 二 時 間 も 離 れ た 所 に 家 - 一 けん 買う の が や っ と な の で 

一 方 、 会 社 は どん どん 大 きく な っ て 、 新 し い 立 派 な ビル を 次 か ら 次 へ と 
建て て いる 。 

佐藤 さん は 時 々 会 社 の お 客 を 接待 する こと が ある 。 そ の と き は 自分 の お 金 で 
は 行か な いよ うな 店 に お 客 さ ん を 案内 する 。 い つも は 飲め な いよ うな お 酒 を 飲 
ん で 店 を 出る と き は 、 お 金持ち に な っ た よう な 気 が す る 。 そ ん な 佐藤 さん が 自 
分 で お 金 を 払っ て 飲む 所 は 、 会 社 の 近く の 安い 店 に 決ま っ て いる 。 仕事 が 早く 
終わ っ た 日 は 、 そ こ で 冷た い ビ ー ル で も 飲み な が ら 、 一 日 の スト レス を 解消 
する の で ある 。 ' 

佐藤 さん は 時 々 宝くじ を 買う 。 お くさ ん は 「 当 た る は ず は な いわ よ 」 と 言 
う が 、「 夢 を 買っ て いる ん だ よ 、 夢 を 」 と 言う こと に し て いる 。 今年 は 公団 住 
宅 に も 当たっ た の で 、 も し か する と 当たる か も し れ な いと 心 の 中 で 思っ て い 
る 。 


88 


| 
| 
| 
| 


0 0 RT ON SS i の - 


に 3 
= 


= 


Oo OO CT ON ol RR の PP 


Es 
= 


/ 失 穴 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


) 佐 藤 さ ん の 家族 は 、 前 は 狭い 一 戸建て に 住ん で いた 。 

) 今 度 の アパ ー ト は 、 前 の より 広い 。 

) 佐藤 さん も 家族 も みん な 大 喜び だ 。 

) 佐 藤 さ ん は 、 こ れ か ら 長 い 間 ロ ー ン を 払わ な けれ ば な ら な い 。 

) 佐 藤 さ ん は 、 こ れ ま で より も ゃ 一 時 間 通 勤 時 間 が 長く な る 。 

) サ ラリ ー マ ン が 都心 に 家 を 買う の は 難し い 。 

) 佐 藤 さ ん の 会 社 は 小さ いか ら 、 小 さい 家 し か 買え な い 。 

) 接待 す る と き は 、 い つも は 飲め な いよ うな お 酒 が 飲め る 。 

) 佐 藤 さ ん は スト レス 解消 の た め に 行く の は 、 会 社 の 近く の 安い 店 で ある 。 
) 佐 藤 さ ん は 一 年 に 一 回 、 室 くじ を 買う 。 


ヘー や ーー ひひ ーー トー トー トー ひひ グ バ 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


佐藤 さん は どこ に 勤め て いま すか 。 

佐藤 さん が あま りう れ し そ うな 顔 を し て いな い の は 、 ど うし て で すか 。 
佐藤 さん が ロー ン を 全部 払い 終わ る の は 、 佐 藤 さ ん が 何 歳 の と とき で すか 。 
佐藤 さん の 新しい 家 は どん な 家 で すか 。 

新しい 家 は どん な と ころ に あり ます か 。 

佐藤 さん の 会 社 は 、 ど う で すか 。 

接待 を する と き は 、 ど ん な と ころ へ 行き ます か 。 

そん な と き 、 佐 藤 き さん は どん な 気 が し ます か 。 

どう や っ て 一 日 の スト レス を 解消 する の で すか 。 

佐藤 さん が 宝くじ を 買う の は 、 ど うし て だ と 思い ます か 。 
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/ 欧 72 庁 礎 解 7 / 


テー プ を 聞い て 、 符 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( が 。 科 。 ) 4 ( 5. ( ) 
6. ( ) 7.( ) 8 ( ) 9.( 10. ( ) 
回 テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
A: お 父さん 、 ま だ 。 
B: お っ 、 o o 
A: も う 、 ほ ん と に 。 お 父さん 、 
C: は い 、 も し も し 。 は い 、 そ う で す 。 え え 、 お り ま す が 。 


いつ も お 世話 に な っ て 。 


あな た 、 電 話 よ 。 田 中 さん 。 


B: うん 、 今 行く 。 ... も し も し 、 ど うし た 。 う ん 、 


うん 。 \ 


。 いや 、 い いん だ 。 


GC: あな た 、 どう し た の 。 


B: 何で も な い 。 


A: 出かけ る っ て 、 お 父さん 。 


ら 6 


うん 。 © 


ああ 、 い いえ 、 こ ちら こそ 、 


うん 、 


ヽ Oo じゃ 、 


9 じゃ 、 11 時 に 。 


B: すま ん 。 


。 また 今度 、 そ う 、 来 


ええ 、 ま た 。 


ほん と うに すま ん 。 


な 、 そ れ な らい い だ ろ 。 


や だ 。 そ ん な の 、 や だ 。 


すま ん 、 ほ ん と うに 。.. 


. お い 、 


91 


、 そ の あと 


/ 圧 解 万 / 


テー プ を 開い て 、 衝 えて くだ さい 。 
( ) 2. ( ) 3. ( ) 
( ) 7. ( ) 8. ( ) 


の ふ 、 


|B | テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
友田 で ご ざい ます 。 私 は 社会 的 に は 


と いう こと に な っ て いる の で す が 、 


。 ま あ 、 本 当 は サラ リー マン の こと は 知ら な いん で す よ 。 


。 で き な い で す よ 。 で すか ら 最 初 は 


、 こ の 方 が また 熱心 な 、 一 


生 懸 命 な 方 で 、 


つい つい 「 間 


けれ ども 、 そ う は 言っ た も の の 、 


。 私 は サラ リー マン の 話 は た くさ ん 書き まし た が 、 み ん な 


それ で 考え た ん で す 。「 コ 


て 、「 明 る い サ ラリ ー マ ン 」 と いう こと で 、 今 日 
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は 一 つ 


、 そ し て 、 そ の 中 に 何 か お ね おもしろ い 話 が あれ ば 、 そ れ を 


と いう わけ で す 。 で すか ら 、 ど う 


ぞ そ の つも り で お 開き に な り 、 
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/ 協 7/2 三 送 夢 / 
けつ 


よく 「O 型 の 人 間 は 仲間 意識 が 強い 」「A 型 は 慎 重 で ある 」 と いう よう に 血 
液 型 で 人 間 を 判断 する 人 が いる が 、 私 は 大 変 危険 た こと だ と 思う 。B 型 人 間 に 
も 「 楽 天 的 」 で な い 人 は た くさ ん いる し 、AB 型 人 間 で 「 物 事 を 全体 的 に 考え 
られ る 」 と は 思え な い 人 を 私 は た くさ ん 知っ て いる 。 

私 が 血液 型 性 格 判断 と いう も の を 信じ な い の は 、 私 の 周り に それ に 合わ な い 
人 が た くさ ん いる か ら ば か り で は な く 、 教 師 と し て の 私 の 経験 に よる も の で あ 
る 。 私 は 教師 に な っ て も うす ぐ 30 年 に な る 。 こ の 間 、 私 が 一 番 怖 いと 思っ た 
の は 、 人 間 を タイ プ に 分 け て 見 て し まう と いう 「 職 業 病 」 で ある 。 毎年 、 た く 
さん の 学生 を 相手 に し て いる と 、 中 に は 似 た よう な 顔 を し た 者 、 性 格 が よく 似 
て いる と 思え る よう な 者 が た くさ ん いる 。 そ し て 、 一 度 そ う 思 っ て し まう と 、 

知ら ず 知 ら ず の うち に その 学生 と 、 そ の 学生 に 似 て いる と 思っ た 学生 と を 同じ 
よう に 見 て し まう 。 も ちろ ん 全く 別 の 人 間 な の だ か ら 、 二 人 に は 全然 違う 良 

さ 、 悪 さき お が ある は ず な の だ が 、 似 て いる と ころ ば か り を 見 て し まい 、 違 うと こ 
ろ が 見 えな く な っ て し まう こと が 多い 。 

自分 の 判断 が どん な に いい か げん な も の か と いう こと は 、 自 分 が 似 て いる と 
思っ た 学生 の こと を 同 僚 の 教師 と 語 し て みる と よく 分 か る 。 た いて い 、「 そ う 
だ ろう か 」「 全 然 似 て な いよ 」 と 反対 され て し まう 。 と ころ が 、 そ の 同僚 た ち 
も 私 に 「 あ の 学生 は 去年 卒業 し た XX 君 に 似 て いな いか 」 な ど と た ず ね て く 
る 。 そ ん な と き 、 私 の 返事 は 決ま っ て 「 ど こと が ?」 で ある 。 教師 で な く て も 、 
こん な 経験 を し た こと が ある 人 は 、 少 な く な い は ず で ある 。 

血液 型 や 、 そ の 他 の 分 類 を 知ら な く て も 、 人 間 は 自分 の 周り の 人 間 を いろ い 
ろ な 型 に 当て は め て 考え る 。「 第 一 印象 」 と いう 言葉 も 、 人 間 の そう し た 考え 
を よく 表し て いる の で は な い だ ろ うか 。「 感じ の いい 人 」「 感じ の 悪い 人 」 な ど 
と 簡単 に 言う けれ ど 、「 第 一 印象 」 と は 、 前 に 会 っ た 人 の 印象 に 大 きく 影響 さ 
れ て 作ら れる も の で は な い だ ろ うか 。 も し そう だ と する と 、 こ れ は 大 変 危険 な 
こと だ と 思う 。 ま ず 第 一 に 、 自 分 が 前 に 会 っ た 人 の 数 な ど は わずか な も の で あ 
る 。 ま た 、 そ の 人 た ちの 印象 と いう の も 大 変 い いか げん な も の で ある 。 そ ん な 
情報 に よっ て 人 を タイ プ に 分 け て 判断 し て いる と し た ら 、 こ れ は 大 変 怖 いこ と 
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で は な い だ ろ うか 。 ま た 、 他 人 か ら も 自分 が そん な いい か げん な 情報 と 印象 で 
判断 され て いる と 思う と 、 本 当 に 怖い 。 私 は 、 人 間 を タイ プ に 分 ける よう な 話 
は どれ も 信じ た く な い 。 タ イプ に 分 け て し まう と 、 相 手 の 本 当 の 性 格 が 見 えな 
く な る と 思う か ら だ 。 ま た 、 自 分 が タイ プ に 分 けら れる の も 嫌 だ か ら で あ る 。 
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ら > 
ら … ら eo No + ww NR ご ロ 
へ ーー の の ーー ペー で ー ン い 


上 
S っ ら po No wn ホ の い ご 回 


/ 太 空 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


) こ れ を 書い た 人 は 教師 で ある 。 

) こ の 人 は 血液 理性 格 判断 を 信じ て いな い 。 

) この 人 は 血液 型 で 人 を 判断 する の は 危険 だ と 思っ て いる 。 

) 血液 型 が 同じ な ら 顔 も 似 て いる 。 

) この 人 は 人 間 を タイ プ に 分 け て し まう こと を 教師 の 「 職 業 病 」 だ と 言っ て いる 。 
) こ の 人 は 顔 が 似 て いる と 性 格 ま で 同じ だ と 思っ て いる 。 

) 人 間 は 周り の 人 を いろ いろ な 型 に 当て は め て 考え て いる 。 

) 学 生 に つい て 、 こ の 人 と 同僚 の 意見 は いつ も 同じ だ 。 

) こ の 人 は 、「 第 一 印象 」 は 正しい こと が 多い と 思っ て いる 。 

) こ の 人 は 他人 に 血液 型 な ど で 分 類 さ れ た く な いと 思っ て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 _ 


この 人 は な ぜ 血 液 型 性 格 判断 を 信じ て いな い の で すか 。 

教師 の 「 職 業 病 」 と いう の は どう いう こと で すか 。 

似 た よう な 顔 の 学生 を 見 る と 、 こ の 人 は どの よう に 考え て し まい ます か 。 
どん な こと で 自分 の 判断 が いい か げん だ と 分 か る の で すか 。 

血液 型 以外 で 、 人 を 型 に 当て は め て 考え る こと が あり ます か 。 

「 第 一 印象 」 は どん な こと に よっ て で き あ が る こと が 多い の で すか 。 

「 第 一 印象 」 と いう の は 間違い の な いも の な の で すか 。 

それ は どう し て で すか 。 

何 に よっ て 人 を 判断 する こと が 怖い と 言っ て いま すか 。 

この 人 が 人 間 を タイ プ に 分 けた く な い の は どう し て で すか 。 


元 7Z 居 如 解 了 


テー プ を 聞い て 、 符 えて くだ さい 。 
1. ( ) 9 2( か 34 Ne ) 
6. ( ) 7. ( ) 8. ( ) 39. ( ) 10. < ) 
| B | テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
A: ね え 、 ま さこ 。 ウ サギ 型 ? カメ 型 ? 
B: な あ に 、 そ れ 。 
A: や だ あ 、 5 8 
C: ああ 、 ウ サギ の よう に 
か 、 そ れ と も カメ の よう に 
っ て こと だ ね 。 
人 AA: そう そう 。 
C: まさ こさ ん は カメ 型 だ な 。 
B: そう 。 
A: そう ね 。 
。 やすひろ 君 は 。 
C: ぼく は ウサ ギ 型 。 5 
A: や す ひ ろ 藻 、 。 それ ! 


97 


うん 、 そ の と お り だ よ 。 


どう し て 分 か る の 。 


ちな うん 。 


ゆか りさ ん は 


、A 型 だ な 。 そ れ に 一 番 上 だ ろ 。 


当たっ た 。 


で も | 5 


そり ゃ 、 人 間 


。 ま さこ の 性 格 は カメ 型 で 、 〇 O 型 で ... 


カメ 型 。 
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は いな い の 。 


万 解 万 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 

1、( ) 2. (< ) 3. ( ) 4 ( ) 5. (< ) 
6. ( J 7. ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. (< ) 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 

最近 、 


よく 言わ れ て いる 問題 が か ある ん で す 。 そ れ は 


っ て いう 問題 で す 。 つ まり 、 こ うい うこ と 


が で きる か ら 社 長 な ん だ と か 、 反 対 に 


と か 、 い うこ と な 


ん で すね 。 これが 


。 アメ リカ の 社長 は 


。 自分 の 


、 反 対す る 人 に 勝っ て 


。 と ころ が 


で すね 。 


日 本 の 会 社 に は 、 ち ょ うど 父親 の よう に 


。 ど ん な に 力 が 


あっ て 仕事 の で きる 人 で も 、 
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。「 み ん な で 決め た ん だ か 


ら 」 と いう よう な タイ プ の 社長 が 日 本 


型 と いう こと に な る ん で し ょ うか 。 


けれ ど 、 な か な か 
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これ は 、 一 軒 の 家 の 中 で 家族 が どの よう に 動い て いる か を 三 つ っ の 正 に 分 類 
し 、 絵 に 表し た も の で ある 。A を イギリス 型 、B を イタ リア 型 、C を 日 本 型 と 
呼ん を で お こう 。 一 つ 一 つ を 見 て いく と 、 イ ギリ ス 型 の 家族 は それ ぞ れ に 独立 し 
と 部 屋 を 持ち 、 個 人 の 場所 を 大 切 に し て いる 。 団らん の 場 は ある が 、 そ こ に み 
ん な が 集まる の は 食事 や お 茶 の 一 時 だ け で ある 。 そ れ は 家族 が その 日 あっ た こ 

と を 語り 合う 大 切な 時 間 で ある 。 家族 で あっ て も 、 そ こ は み ん な が 集まる 所 な 
の だ か ら 、 一 人 だ け で 自分 の 部 屋 に いる と き と 同 じ よ うに は すべ き で は な いと 
考え られ て いる 。 そ こ は 世 界 で 一 番 小 さ な 公 の 場 な の で ある 。 

イタ リア 型 の 家庭 の 中 心 は 広い リビン グル ー ム 。 み ん な が 集まり 、 楽 し くに 
ぎ や か に 語り 合う 。 家族 だ け で な く 、 友 達 も 仲間 も 一 緒 に な っ て 、 食 べた り 飲 
ん だ り 瑞 っ た りす る し 、 話 に 夢中 に な っ て けん か に な る こと も ある 。 そ れ で も 
みん な 一 緒 に いる こと が 好き な の だ 。 一 人 に な り た か っ た ら 、 団 らん の 場 を 離 
れ て 自分 の 部 屋 に 帰れ ば よい 。 そ こ は 一 人 だ け の 世界 で ある 。 

で は 日 本 型 は どう で あろ うか 。 ど の 部 屋 も それ ぞ れ に みん な の た め に 使わ れ 
て いる 。 こ ちら の 部 屋 で は 食事 を し 、 そ ちら の 部 屋 で は みん な で こたつ を 凍 
み 、 あ ちら の 部 屋 で は 夜 に な る と ふと ん を 出し て 休む 。 今 で は この 生活 の し か 
た は だ いぶ 変わ っ て きた が 、 ま だ イギリス 型 、 イ タリ ア 型 ほど 個人 の 場 と 公 の 
場 が は っ きり と 分 けら れ て は いな いよ うだ 。 

A 型 、B 型 、C 型 と 人 の 動き 方 が 違っ て いる の だ か ら 、 コ ミュ ニケ ーション 
の し か た も 同じ で は な い 。 公 の 場 で の 礼儀 を 大 切 に する の は イギリス 型 で あ 
る 。 小さな 子 供 た ちゃ も 礼儀 を 守ら な か っ た ら 、 厳 し くし か られ る 。 話 すこ と が 
何より も 好き で 、 け ん か さえ る も 楽し ゅ こと が で きる の は イタ リア 型 。 自 分 の 感 
情 を 自由 に 生き 生き と 言葉 に で きる 人 々 で ある 。 そ れ に 対し て 日 本 型 は どう で 
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あろ うか 。 み ん な が 一 緒 に 動い て いる 中 で は 個人 の 考え を あま り 強 く 出 す と 、 
周り の 人 と 合わ な く な っ て 自分 が 困る 。 自 分 の いる 場 が な く な っ て し まっ た ら 
大 変 だ か ら だ 。 長い 間 、 こ の よう な 生活 の 型 を 持ち 続け て きた 日 本 人 が 、 個 人 
と 公 の 違い を は っ きり と 分 け て 考え られ る よう に な る まで に は 、 ま だ 時 間 が か 
か り そ う で ある 。 
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= 
Se eS GS 


/ 誰 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は つ 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て くだ さい 。 


) 個 人 の 場所 を 大 切 に 考え て いる の は イギリス 型 だ 。 

) イ ギリ ス 人 は 自分 の 部 屋 を 世界 で 一 番 小さ な 公 の 場 と 考え て いる 。 

) イ タリ ア 型 で は 、 個 人 の 場所 は な い 。 

) 日 本 型 の り ビ ング ルー ム は イギリス 型 と 同じ で ある 。 

) イ タリ ア 人 は に ぎ や か に 話す の が 好き だ 。 

) 日 本 型 は 、 個 人 と 公 の 場所 が は っ きり 分 けら れ て いる 。 

) 公 の 場所 を 一 番 大 きく 取っ て いる の は イタ リア 型 だ 。 

) イ ギリ ス 人 は 礼儀 を 大 切 に する 。 

) 日 本 人 が あま り 意 見 を は っ きり 言わ な い の は 、 部 屋 の 使い 方 や 分 け 方 に も 関係 が 
ある 。 

(  ) 部 屋 の 分 け 方 で 、 そ こ に 暮らし て いる 人 々 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の し か た ゃ 違っ 

で くる 。 


ヘー トー トー A 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


イギリス 人 が 大 切 に し て いる の は どん な 場所 で すか 。 
イギリス 人 は 家族 と し て は どん な 時 間 を 大 切 に 考え て いま すか 。 

イギリス 人 か が 公 の 場 の 礼儀 を 重んじ る の は な ぜ で すか 。 

イタ リア 型 の り ビ ング ルー ム が 一 番 大 きい の は どう し て で すか 。 

イタ リア 人 は 、 そ こ で みん な どの よう に 時 間 を 過 ご し ます か 。 

日 本 型 で は それ ぞ れ の 部 屋 は だ れ の た め に 使わ れ ま すか な 。 

日 本 人 が 自分 の 考え を 強く 出さ な い の は 、 な ぜ で すか 。 

日 本 型 は 今 も 昔 も 同じ 部 屋 の 使い 方 を し て いま すか 。 

日 本 人 は どう し て 個人 と 公 の 違い を 分 け て 考え られ な い の で すか 。 

A、B、C それ ぞ れ の 型 が 違っ た コミ ュ ニ ケー ショ ン の し か た を する の は どう し て で すか 。 
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1. 
6. 


A: 


es) 


es| 


/ 潔 太 解 7 / 


テー を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


( }) 2. ( ) 3. ( ) 4 ( 5. 
( ) 7. ( ) 8. ( ) 9. ( 10. 
テー グ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

た だ いま 。 あ あ 、 寒 い 、 春 い 。 

まあ 、 ち ょ うど よかっ た 。 今 、 

あら 、 

お 父さん は 、 ゆ うす け は 


。 それ に ゆみ は 


ああ 、 あ っ た か い 。 や っ ぱり こたつ は いい わ ね 。 


あん た は 


た も の ね 。 


だ っ て 、 


、 こ た つ を 離れ な か っ 


。 あ ん た た ち 、 み ん な 大 好き で 


本 当 、 本 当 。 
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みん な が 、 足 も 長く な っ て 、 


っ て 、 


ん な が 


で も 、 み ん な も う 子 供 じ ゃ な いん だ し 。 


それ は 分 か る けど 。 


、 疲 れ ら ちゃ うわ よ 。 


105 


/ 厄 角 I / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1. ( ) 2 ( 
Tl 


( ) 4 ( ) 5. (< ) 
6. ( ) 9 


} 3 
) 8. ( ) 
テー プ を 闘い て 、 書 いく だ さい 。 


続い て 、 。「 初 め て お 手紙 を 書き ま 


す 。 


。 ち ょ っ と 前 に 


の で 、 
で これ を 書き まし た 。 う ちの 父 は 、 母 も 
8 
が 、 先 日 
_ ため に 開い て いた の で す が 、 
と いう の で 、 
遇 母 か ら ゃ し か ら 
れ て 大 変 で し た 。 a 


ョ と いう こと に な り 、 そ の 夜 、 三 人 一 緒 に 聞い て 


みた ん で す 。 初め は J が 、 途 中 で お も し ろ い 


と に な っ た ん で す 。 
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、 二 人 と も ゃ 大 喜び を し て 、 熱 心 に 


開き 始め まし た 。 そ し て 『 で すっ 


て 。 そ の と きか ら 、 時 々 一 緒 に 開く よう に な り ま し た 。 これから も ゃ も 


。 低 と 母 に 。 


16 歳 の 高校 生 よ り 」 
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/ 協 72 庁 送 鞍 / 


会 社 の 若い 女の子 た ちら に 、「 課長 は 何 が お 嫌い で すか 」 と た ず ね られ た り 、 
同 余 と 酒 を 飲ん で いる と き に 「 粒 いな も の は 」 と 聞か れ た りす る と 、 「 私 は バ 
ナナ 」 と 必ず 答え る 。 本 当 に バナ ナ が 嫌い な の で ある 。 見 る の も 嫌 だ 。 

弟 が 亡くな っ て 、 も うす ぐ 30 年 に な る 。 大き な 病気 に 入院 を し て いた 第 が 
「 バ ナナ が 食べ た い 」 と 言っ た 。 そ の ころ バナ ナ は 高く て 、 な か な か 食べ られ 
な か っ た 。 自 分 の 入院 の た め に 両親 が 苦労 を し て いる こと を 知っ て いた 第 は 、 
「 何 か 食べ た いも の は 」 と た ず ね られ て も 「 な い 」 と 答え て いた 。 そ の 第 が 病 
院 の 部 屋 で 私 と 二 人 だ け に な っ た と き 「 バ ナナ が 食べ た い 」 と 言っ た 。 

次 の 日 か ら 、 私 は 両親 に も 弟 に も 言わ な いで アル バイ ト を 始め た 。 と いっ て 
も 高校 を 休む こと は で き な い か ら 、 仕 事 が で きる の は 朝 と 夜 だ け だ 。 人 急 に 早 起 
き を する よう に な っ た 理由 を 開く 両親 に は 、 学 校 の クラ ブ で 朝 走 る こと に な っ 
た か ら と うそ を 言っ て 、1 か 月 一 生 懸 命 働い た 。 弟 に 好き な だ け バ ナナ を 食べ 
させ て や ろう 、 き っ と バナ ナ を 見 た ら う れ し そ うな 顔 を する だ ろう 、 そ う 思 い 
な が ら ア ル バ イ ト を 続け た 。 給 料 日 に は 、 も ら っ た 給料 を 全部 持っ て デパ ー ト 
へ 行っ た 。 き れい に 飾ら れ た くだ も の 売り 場 で 20 本 ば か り の バナ ナ を 買っ て 、 
まっ すぐ 病院 へ 向かっ た 。「 それ 、 ど うし た の 」 不 思 議 そう な 顔 で た ず ね る 尿 
に 、「 バ ナナ が 食べ た いと 言っ た か ら 、 ア ル バ イ ト を し て . ..」 と 説明 を し た 。 
話 を 聞い た 弟 は 、「 あり が と う 」 と 小さ な 声 で 言っ て ふと ん を か な っ て し まっ 
た 。 ど うし て いい か 分 か ら な く な っ た 私 が 、「 食 べ な い の か 」 と 聞く と 、「 2 
ん 。 あ と で 」 と 弟 は 答え た 。 

それ か ら 三 日 も 経た な いう ち に 、 弟 は 帰ら ぬ 人 に な っ て し まっ た 。 学校 の 先 
生か ら すぐ 病院 へ 」 と 言わ れ て 行っ て みる と 、 も う 弟 は 亡くな っ て いた 。 亡 
く な る 前 に 「 お 兄ちゃん が 買っ て くれ た 」 と うれ し そう な 顔 で 、 少 し だ け バ ナ 
ナ を 食べ た そう で ある 。「『 お いし い 、 お いし い 』 何 度 も そう 言っ て いた よ 」 
か ら 開 か され た 言葉 が 、 今 で も 私 の 耳 に 残っ て いる 

その と きか ら 、 私 は バナ ナ が 嫌い に な っ た 。「 嫌 いな も の は 」 と 聞か れる と 、 
「 バ ナナ 」 と 答え る よう に な っ た 。 
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ら ドス 
EP Oe RY の i EO 
ヘー トー A A A A A ーー 


SR 2 ig | 較 | 
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/ 失 穴 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


) この 人 は 子供 の ころ か ら バ ナナ が 嫌い だ っ た 。 

) この 人 の 弟 が 亡くな っ て 30 年 近い 。 

) 弟 が 亡くな っ た と き 、 こ の 人 は 学生 だ っ た 。 

) 病 気 の 弟 は いろ いろ な 食べ 物 を ほし が っ た 。 

) こ の 人 は 毎朝 の クラ ブ の 練習 で 走っ て いた 。 

) こ の 人 は 弟 の た め に アル バイ ト を し た 。 

) ア ル バ イ ト は 夜 の 仕事 だ っ た 。 

) ア ル バ イ ト の お 金 を も ら っ た 日 に 弟 は 亡くな っ た 。 

) こ の 人 は 弟 が 亡くな る と き 、 そ ば に いな か っ た 。 

) こ の 人 は バナ ナ を 見 る と 、 弟 と 一 緒 に 病院 で バナ ナ を 食べ た こと を 思い 出す 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 人 は 何 が 嫌い で すか 。 

いつ か ら 嫌 い に な っ た の で すか 。 

第 は どう し て 食べ た いも の は な いと 言っ て いた の で し ょ うか 。 

弟 が 本 当 は バナ ナ を ほし が っ て いる こと が 分 か っ た の は どう し て で すか 。 
それ で この 人 は どん な こと を 考え た の で すか 。 

この 人 は いつ アル バイ ト を し まし た か 。 

両親 に どん な こと を 言っ て アル バイ ト に 行き まし た か 。 

この 人 は ね お金 を も ら っ て 、 ど うし まし た か 。 

バナ ナ を 見 た と き 、 弟 は どう し まし た か 。 

弟 は 亡くな る 前 に どう し まし た か 。 


109 


苑 79 其 万 解 了 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. 


( ) 
6. ( 


) ( 3. ( } 4 ( 
} 7 ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


A 


B: きゃ あ 、 い た い 。 
A:. だ れ だ 。 
B : 


A: な ん だ 、 分 か っ た の か 。 


CC 
B 違う よ 、 w G 
A: そう か 。 

C: Oo 


B: ね え 、 そ れ 、 な あ に 。 


A: お みや げ だ よ 。 o 
B: 花火 。 ね え 、 
A: 
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o こん な の 、 知っ て る か 。 


、 競 争 し て ね 。 


C: ぼく た ちゃ も やろ 2 う 。 


B: や ろう 、 や ろ 3 う 。 


= は ん で す よ 。 


A: 今 行く よ 。 じゃ 、 あと で し よう 。 うてん 、 


A: あれ 、 ほ ん と うだ 。 


B: うう ん 。 だ っ て 内 


A、C: な あん だ 。 は は は ... 
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。 だ れ が 


/ 克 首 I / 


テー プ を 開い て 、 答 えて で くだ さい 。 
1 
6 


) ( ) 


( J Ze( 3. 4. 
7. ( } 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 


( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
「 マ リコ 、 涯 慶 、 知 代 子 、 


。 どう か 神様 、 助 け て くだ さい 。・.・・ 


"。 さ よう な ら 。 


。 本当 に 今 ま で は 幸せ な 人 生 だ っ た と 感謝 し て いる 」 


これ は 河口 さん と いう 人 の 遺書 で す 。 


、 そ の 事故 で 亡くな っ た 河口 さん が 、 


。 この 事故 は _ 
。 乗っ て いた 人 た ち は 、 
LE の 
と は 、 思 っ て も いな か っ た で し ょ う 。 
私 た ち は 、 一 体 何 を 思う の で し ょ う 
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か 。 


家族 の こと で し ょ うか 。 


顔 で し ょ うか 。 


一 上 騨 の うち に 、 


が 、 


笑顔 、 


が 、 


で じじ よら りゃ 。 
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/ 夫 の 語 送 交 / 


テレ ビ が 一 般 に 普 及 し 始め た と き 、 新 聞 は な く な る の で は な いか 、 テ レビ 
に 取っ て 代わ られ る の で は な いか と いう こと が よく 言わ れ た 。 と ころ が テレ ビ 
の 普及 に も か か わら ず 、 現 在 日 本 は 世界 で も 一 、 二 を 争う ほど と 言っ て も よい 
くら い 、 新 聞 が よく 読ま れ て いる 国 な の で ある 。 事 実 、1984 年 の 調べ で は 、 
一 年 間 に 発行 され た 新聞 の 数 は 世界 で 二 番 目 、 人 口 千 人 に 対し て 見 れ ば 世界 で 
一 番 で あっ た 。 

どう し て 新聞 は こん な に 読ま れ て いる の で あろ うか 。 テ レビ は 出来 事 が 起き 
る と 同時 に 世界 中 で それ を 目 に する こと が で き 、 ま る で その 場 に いる か の よう 
な 感じ を 持つ こと が で きる が 、 出 来 事 は 次 々 と 流れ て いき 、 自 分 の 手 に 物 と し 
て 残ら な い 。 こ れ に 対し て 新聞 は 、 時 間 は 少し 遅れ る が 、 起 こっ た こと を 正確 
に 詳し く 伝え る こと が で きる し 、 記 事 に 十分 な 説明 を つけ る こと も で きる 。 自 
分 の 手 に 残る か ら 、 何 度 も 繰り 返し 読む こ と が で き 、 い つ で も どこ で も 取り 出 
すこ と が で きる 。 映像 社会 と 言わ れる 現代 で も 、 や は り ま だ 書い た も の へ の 信 
頼 は 昔 と 変わ ら ぬ ほど 大 きい の で あろ る う 。 人 々 は テレ ビ で 刻々 と 映 さ れる 出来 
事 を 追う こと は で きる が 、 そ れ だ け で は 安心 で せ すず 、 そ の あと で も う 一 度 、 新 
開 を 読む こと に な る の で ある 。 何より も 新聞 は 長く 報道 の 中 心 で あっ た し 、 人 
々 の 信頼 も 大 きい 。 そ れ か 新聞 の 発行 され る 数 が 少な く な ら な い 理 由 で あろ 
2。 

また 、 日 本 の 新聞 発行 敷 が 多い の は 、 一 般 新聞 と し て の 性 格 が 強い か ら だ と 
いう 説明 も ある 。 ヨ ー ロ ッ パ で は 発行 され る 数 は 少な い が 、 一 部 の 人 の た め の 
内 容 の 高い 新聞 と 、 一 般 の 人 々 の た め の 数 の 多い 新聞 と に は っ きり と 分 か れ て 
いる 。 と ころ が 、 日 本 で 400 万 部 か ら 900 万 部 発行 され る 新聞 は 、 内 容 も だ れ 
が 読ん で も お か し いも の で は な いし 、 一 般 の 人 々 の 新聞 と し て の 性 格 も 強く 持 
っ て いる 。 こ れ は 、 朝 夕 家 ま で 直 接 持っ て き て くれ る こと と も 関係 が あろ う 。 
同じ 新聞 を 多く の 家庭 で 読む か ら 、 直 接 持っ て き て くれ る わけ だ し 、 ま た 、 も 
し わざ わざ 買い に 出る の な ら 、 も う 少 し 新聞 を 読む 人 の 数 は 少な く な る だ ろう 
と 言う の で ある 。 あ る 調べ で は 、 新 聞 を 毎日 読ん で いる 人 は 人 口 全体 の 60~ 
70% で 、 読 む 時 間 は a ま ど と いう 結果 が 出 た 。 現代 人 に と っ て いか に 
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新聞 が な く て は な ら な いも の か 、 こ の こと か ら ゃ も よく 分 か る 。 

面白 いこ と に 、 新 聞 の 中 で 一 番 よ く 読ま れ て いる の は 、 ラ ジオ ・ テ レビ の 番 
組 案 内 の ペー ジ で ある 。 つ まり 、 テ レビ の 情報 を 新聞 で 見 て いる と いう わけ に 
な る 。 こ れ な ど は 、 全 体 を 目 に する こと が で き 、 情 報 を 選ぶ こと が で きる と い 
う 新聞 の 性 質 を よく 表し て いる も の で あろ う 。 テ レビ も 新聞 も それ ぞ れ に 変化 
し て いる が 、 人 々 は 一 方 を 捨て て 、 も う 一 方 を 取る の で は な く 、 そ の 時 々 に よ 


じょう 


っ て どちら か を 選び 、 日 常 生活 に 生か し て いる の で ある 。 
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/ 訪 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


) 昔 、 テ レビ が 普及 し た ら 新 聞 は な く な る と 思わ れ て いた 。 

) 日 本 で は 新聞 の 発行 され る 数 が 多い 。 

) 新聞 の 記事 は 読む 人 の 手 に 残ら な い 。 

) テ レビ の 映像 だ け で は 人 々 は 満足 で き な い 。 

) 新聞 は あま り 信 頼 さ きれ て いな い 。 

) ヨー ロッ パ で は 、 み ん な が 同じ 新聞 を 読ん で いる 。 

) 日 本 で は 新聞 は 家 ま で 持っ て き て くれ る 。 

) 現 代 の 日 本 人 に と っ て 新聞 は な く て は な ら な いも の だ 。 

) 新聞 の 中 で 、 ラ ジオ ・ テ レビ 番組 の 案内 は ほとん ど 読 まれ て いな い 。 
) 将来 、 新 聞 も テレ ビ も 必要 な く な る だ ろう 。 


ヘー トー トー や プン サー イプ ひひ トー の トー グ バ 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


テレ ビ が 普及 し 始め た と き 、 ど ん な こと が よく 言わ れ ま し た か 。 

テレ ビ の 普及 に よっ て 、 新 聞 は どう な り ま し た か 。 

テレ ビ の いい 点 は どん な と ころ で すか 。 悪い 点 は どん な と ころ で すか 。 
新聞 は テレ ビ と 比べ て 、 ど ん な いい と ころ が あり ます か 。 

新聞 は テレ ビ と 比べ て 、 ど ん な と ころ か 不便 で すか 。 

どら し て 新聞 の 数 は 少な く な ら な い の で すか 。 

ヨー ロッ パ で は どの よう な 新聞 が あり ます か 。 

日 本 で は どう で すか 。 

日 本 の 新聞 が 多く の 人 に 読ま れる の は な ぜ で すか 。 

人 々 は 今 、 日 常 生活 の な か で 、 新 聞 と テレ ビ を どの よう に 利用 し て いま すか 。 
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A: 


/ 掌 20 療 万 解 / 


テー ダグ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


( 9 
( ) 


2. ( ) 3. ( 
7. ( ) 8. ( 
テー を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


は あい 。 


すみ ませ ん 、 テ レビ ヤマ ... あ れ 、 ぼ く 一 人 。 お 母さん は 。 


あの ね 、 念 0 すぐ 帰る っ て 。 


あっ 、 そ う 。 ね え 、 ぼ く 、 お 名 前 は 。 


お っ 、 え らい な 。 か ず た か 君 か 。 ね え 、 か ず た か 君 、 


分 か ら な い 。 


うん 、 や さ し い よ 。 | 
BE 

。 お い 、 何 し て る 。 、 
ね え 。 
さあ ね 。 
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や め て くだ さい 。 


あっ 、 奥 さん で すね 。 テ レビ ヤッ ト で す 。 


ちょ っ と 、 お 子 さ ん に 。 


。 それ に 会 社 で も ... 


どう ぞ お 帰り くだ さい 。 


そん な こと 言わ な いで 。 、 や は 


り 、 


も う 、 や め て くだ さい 、 お 願い で すか ら 。 


お 願い 、 も う や め て 。 
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/ 旭 解 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1、( ) 2. ( 2 39 ) 4 ( ) 。 5. ( ) 
6. ( ) 7. ( RW ) 9 ( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
A: 沢田 さん は % 
ミミ ずい ぶん 
が 、 今 日 は 
、 少 し 


B: それ は 、 は っ きり し て いる ん で す 。 


a i 


。 私 は 


A: な る ほど 。 次 に 、 


が 、 実 は 55 歳 の 男性 の 方 


か ら 
B: ほう 。 
A: まあ 。 
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、 苦 し ん で いる と き に 、 


。 名 前 や お 金 の た めで は な いか と 、 ま る あ 、 


[ej 


し か し 何と 言う ん で すか 、 


は あ 。 


」 っ つて いう か 、 まあ 、 


が 、 


と だ へ 
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/ 欧 27 病 送 愛 / 


先日 、「 私 た ちの 地球 を 守 ろ う 」 と いう 集まり に 初め て 出 て みた 。 い ろ い ろ 
な 国 の 人 か ら 、 そ れ ぞ れ の 国 で 起こ っ て いる 間 題 に つい て の 話 が あっ た 。 砂 江 
化 が 広がっ て いる 、 二 酸化 炭素 や フロ ン ガ ス に よっ て 地球 の 温度 が 上 が っ て い 
る 、 縁 が な く な っ て いる な ど 、 今 何 か 対 策 を 立て な けれ ば 手遅れ に な る 問題 
が た くさ ん ある こと が 分 か っ た 。 

この 集まり に 出る まで も 、 私 自身 、 こ れ ら の 問題 に 全然 関心 が な か っ た と い 
わけ で は な い 。 酸性 雨 は 恐ろし く 、 また フロ ン ガ ス が 悪い と 言わ れれ ば 、 そ 
れ も 使 わな いよ うに は し て いた が 、 そ れ で フロ ン ガ ス が 少な く な る と も ゃ , 地球 
の た め に 役に立つ と も 思え な か っ た 。 私 一 人 の 力 で 何 が 変わ ちと いう の だ ろ 
う 。 本 当 に 危な く な れ ば だ れ か が 何と か する だ ろう 。 結局 は 、 ど うす る こと も 
で き な く な る 前 に は 必ず だ れ か が 解決 方 法 を 見 つけ て くれ る は ず だ か ら 、 そ ん 
な に 深刻 に 考え な く て も .. .。 だ れ だ っ て そう 思っ て いる ん だ ろう と 、 そ ん な 
ふう に 考え て いた 。 

様々 な 問題 が ある こと は 分 か っ て は いる が 、 そ れ で は 何 を すれ ば いい の か と 
言わ れる と あま り に 問題 が た 大 きす ぎ て 、 自 分 た ち に は 何 も で き な い と 思っ て い 
た 。 し か し 、 一 枚 の 紙 を 大 切 に する と いう よう な 小さ な こと が 、 地 球 を 守る こ 
と と どう 結び 付く か が 分 か り 、 そ れ を 実際 に 行っ て いる 人 々 が 世界 中 に た くさ 
ん いる と いう こと を 知っ て 私 は 驚き 、 自 分 に も 何 か で きる の で は な いか と 思う 
よう に な っ た 。「 私 た ち は 何 を し た らい い の だ ろう か 」、「 何 を すべ きか 考え て 
みよ う 」 で 終わ ら ず 、 世 界 中 の 人 と 力 を 合わ せ て 何 か を や っ て みよ う 、 そ ん な 
気持 ち に な っ た 。 こ の 何 年 か の 間 、 専 門 家 が 研究 を 続け 、 デ ー タ が 集め られ 、 
あちら こち ら で 会 議 も 開か おか れ て いる 。 マ スコ ュ コミ の 報道 も 増え 、 多 く の 人 が 関心 
を 持ち 、 話 し 合い を 続け て いる 。 そ うい う 中 で こそ 、 い ろ い ろ な 解決 方 法 も 生 
まれ て くる の だ と 思う 。 今 ま で 関心 を 持 と うと し 、 少 し ずつ 考え 方 も 変わ っ て 
き て は いた の だ が 、 実 際 に 何 か を し よう と いう 強い 気持 ち を 持っ た の は これ が 
初め て の こと だ し 、 何 か で きそう な 気 も し て いる 。 

人 間 が 生き て いく に は 、 エ ネル ギー の 消費 を 伴う こと は し か た の な いこ と 
I EE EO 
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良く し て いく に は 、 ま ず 、 小 さく て も いい か ら も っ と 関心 を 持つ こと で は な い 
だ ろう か 。「 山 動く 」 と 言う 。 小 さ な 関 心 の 集まり で 、 世 の 中 が 動い て いく よ 
う な 気 が す る 。 一 人 で 何 か や っ て ゃ 意味 が な いと 思っ て いた 私 が 持っ た 小さ な 
関心 、 こ の 「 ち ょ っ と 何 か や っ て みよ うか 」 と いう 気持 ち が 続 け ば 、 何 か の カカ 
に は な る の で は な いか 。 そ う 考 える と 、 何 千年 か くら い は 、 和 努力 に よっ て 何と 
か 地球 の 環境 を これ 以上 壊さ ず に 人 間 は 生き 続け られ る よう に 思え て くる 。 
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回 


= 


OE RE TR や 


bs 
© 


i 
RS oe に 関 


/ 太 容 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は メ を 書い て くだ さい 。 


(  ) 先 日 出 た 集まり で 、 今 地球 に 多く の 問題 な ある こと が 分 か っ た 。 

(  ) 今 まで この よう な 会 議 に 出 た こと が な か っ た 。 

(  ) こ の 集まり に は 外国 か ら 参加 し た 人 も いた 。 

( ) こ の 集まり に 出 て 、 地 球 の た め に 何 か が で きそう だ と 思っ た 。 

(  ) 集 まり に 出 て みて 酸性 雨 が 恐ろし いこ と が 初め て 分 か っ た 。 

( 。) こ の 人 は 以前 か ら 地 球 を 守る こと に は 強い 関心 が あっ た 。 

(  ) こ の 集まり に 出る 前 に は 地球 を 守る ろう な ど と は 考え た こと が な か っ た 。 
(  )「 山 を 動か す 」 の は 無理 だ ど と いう こと が 分 か っ た 。 

(  ) 地 球 は 、 今 何 か し な けれ ば どん どん 破 壌 され て し まう 。 

( ) 一 人 一 人 の 関心 を 集め て も 世の中 は 変わ ら な い 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


どん な 会 議 に 出 ま し た か 。 

今 、 地 球 に は どん な 問題 が 起こ っ て いま すか 。 

この 人 は どん な こと に た に 注意 し て 生活 し て いま すか 。 

どう し て この 人 は 今 まで 環境 問題 に あま り 関 心 を 持ち ませ ん で し た か 。 
自分 一 人 で は 何 も で き な い と 思っ て いた の は どう し て で すか 。 

この 集まり に 出 て 、 こ れ ま で の 考え は どう 変わ り ま し た か 。 
どん な 人 た ち を 知っ て 驚い た の で すか 。 

現在 世界 で は どん な 努力 が 続け られ て いま すか 。 

地球 環境 を これ 以上 悪く し な いた め に は 何 が 必要 で すか 。 

「 山 動く 」 と は どん な 意味 で すか 。 
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| / 範 27 立 威 解 7 / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


| 1. ( } 2. ( 3 Lt ) 3 
| 6. ( IRC 3 8. ( ) 9. ( ) 10 
し テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

| A: 子供 た ち 


1 B : 。 私 が 
A: 
| 
B: も う 、35。 

A: じゃ 、 

e 緑 が 
B: そう いえ ば 、 私 も 
けど 、 
A この まま じゃ 
、 あ の ころ は 。 


に そ う 思 っ た か ら な ん だ よ 。 


B: あの 子 た ち が 大 きく な る ころ に は 、 


es 魚 が 


A: 何で も 、 


。 き っ と o 


B: ええ 。 あ ら 。 。 何 か 


0 、 お 父さん 。 
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/ 妖 解 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1 ( ) 2.( ) 3. ( ) 4 ( ) 5. ( ) 
6. ( ) 7. ) 8. ( ) 9. ( 


|B | テー プ ブ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


ムサシ は 
。 ほ か の ハチ も 「 ム サシ は よく 働く 、 よ く 働 
。 ハチ 社会 は 豊か に 
な り 、 
。 今 ま で は 、 
の に 、 今 で は そう で は あり ませ ん 。 
。 働き バチ の ムサシ は 、 
。 それ に せっ か く 
集め て きた 食べ 物 は 
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また 、 生 活 が 豊か に な っ た と 言っ て 、 


。 ハチ た ち は 
。 と ころ が 、 
。 そ れ で 、 まう 吉 う 
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皮 少 麻 遂 謗 


1960 年 代 と いえ ば 、 よ う や く テ レビ が 普及 し て きた 時 代 だ っ た 。 そ の ころ 
の 人 気 番組 の 一 つ に 、 世 界 の いろ いろ な 所 か ら 、 そ の 土地 の 自然 、 人 間 、 生 活 
習慣 を 紹介 する も の が あっ た 。 私 た ち は い な が ら に し て 世界 を 旅行 する こと が 
で きた 。 て その後 、 テ レビ カメ ラ は 今 ま で 人 が 行っ た こと も な いよ うな 所 に まで 
出かけ て 行っ て 、 個 人 で 出かけ た の で は と て も 見 られ な いよ うな 珍し いも の も 
見 せ て くれ る よう に な っ た 。 こ れ に よく 似 た 番組 は 次 々 と 作ら れ 、 今 で も 強い 
人 気 を 持ち 続け て いる 。 こ の よう な テレ ビ 番 組 が よく 見 られ る の は 、 毎 日 同じ 
こと が 繰り 返さ れる 日 常 生活 の 中 で せめ て テレ ビ で で も 知ら な いも の に 出会い 
た いと いう 願い か ら で あ ろう か 。 こ う や っ て テレ ビ が 見 た いも の を 何で も 見 せ 
て くれ る の だ か ら 、 旅 に 出る 人 は 少な く な っ て し まっ た か と いう と 、 そ う で は 
な く 、 そ れ ど ころ か 最近 の 旅行 者 は 多く な る 一 方 な の で ある 。 

で は 、 人 は どう し て 旅 に 出る の だ ろう か 。 そ の 理由 は 人 に よっ て 違う 。 旅 の 
中 に 新しい 生き 方 を 見 つけ よう と する 人 も いる し 、 ま だ 見 ぬ 土 地 や 自然 を 求め 
て 行く 人 も いる だ ろう 。 旅 で の 経験 を 本 に し た 人 が 多い の は 、 旅 が 人 に 新しい 
驚き や 喜び を 与え る か ら だ ろう 。 知ら な い 国 で 、 美 し い 山 や 川 を 見 、 小 鳥 の 歌 
を 開い た り し て いる うち に 、 日 常 生活 を 忘れ 、 心 は 落ち 着き 、 新 し い 考え 方 も 
生ま れ て くる こと だ ろう 。 自然 の 大 き さ の 中 で 人 間 の 弱き を 知る こと も ある だ 
ろう 。 旅 は また 、 人 や 歴史 と の 出会い で も ある 。 古い 建物 を 見 て 、 そ れ を 作っ 
た 人 の 姿 を 心 に 描い て みた り 、 そ こ に その 時 代 に 生き た 人 た ちの 生活 を 考え る 
こと も で きる 。 旅 で 出会っ た 人 の 一 言 で 、 自 分 の 人 生 が 全く 違っ て 見 えた りす 
る こと も ある 。 出 会 い の 後 の 別れ 、 そ の 思い 出 も また 、 旅 を 豊か な も の に す 
る 。 

テレ ビ の 旅 に は 、 こ の よう な すばらし い 出 会 いも 別れ も な い 。 顔 に あたる 風 
の 心地 よさ 、 人 の 心 の 暖か さ 、 ま た 、 一 人 で いる こと の 寂し さ 、 怖 さ 、 そ うい 
うら も の は 画面 を 通し て 体験 する こと は で き な い 。 自 分 で 出かけ て いく の で な け 
れ ば 、 そ れ は 決し て 旅 と は 言え な い 。 人 は 本 当 の 出会い を 求め て 、 旅 に 出る の 
で ある 。 
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NO OS ST OO PT 


テー テト 
© 


= 
RS SS SS | 還 


/ 失 穴 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あぁ あっ て いる 文 に は 〇 ① を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い で て くだ さい 。 


(  ) テ レビ の 普及 し て きた 1960 年 代 に 、 一 つ だ け テ レビ の 人 気 番組 が あっ た 。 
(  )1960 年 代 に は 、 世 界 の 自然 、 人 間 、 生 活 習慣 を 紹介 する 番組 は あま り 人 気 が な か 
っ た 。 

(  ) 私 た ち は テ レビ の お か げ で 、 わ ざわ ぎ 旅 行 し な く て も 世界 の 様子 を 知る こと が で 
きる よう に な っ た 。 

) 世 界 の 様子 を 紹介 する テレ ビ 番 組 は よく 作ら れ 、 人 気 も ある 。 

) テ レビ カメ ラ の 行く と ころ は 個人 の 旅行 で も 見 られ る と ころ で ある 。 

) テ レビ で いろ いろ な 所 へ 行け る か ら 、 旅 行 に 行く 人 は 少な く な っ た 。 

) 新 し い 生き 方 を 見 つけ よう と し て 旅 を する 人 も いる 。 

) 人 や 歴史 と の 出会い と 別れ 、 そ の 思い 出 も 旅 の 楽し み で ある 。 

) テ レビ の 画面 だ け で は 、 体 験 で き な い も の が た くさ ん ある 。 

) テ レビ の 旅 は 本 当 の 旅 と は 言え な い 。 


ヘー トー トー や イトー トー 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


1960 年 代 の 人 気 番組 は どん な 番組 で し た か 。 

テレ ビ カ メ ラ は どん な 所 へ 行き 、 何 を 写し まし た か 。 

この よう な 番組 が 今 で も よく 見 られ て いる の は な ぜ で すか 。 

テレ ビ で 何で も 見 る こと の で きる 現在 、 旅 行者 の 数 は どう な り ま し た か 。 

それ は な ぜ だ と 思い ます か 。 

旅 で の 経験 を 本 に し た 人 が 多い の は な ぜ で すか 。 

旅 か ら 与 えら れる 新しい 驚き や 豆 び と は どん な こと で すか 。 

旅 で 見 る 自然 の 中 で 人 は どの よう な こと を 感じ ます か 。 

古い 建物 や 歴史 的 な も の を 見 て 、 旅 行者 は どの よう な こと を 考え ます か 。 

テレ ビ の 旅 と 自分 で 出かけ て 行く 旅 と で は 、 ど ん な と ころ が 違う の で すか 。 
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第 22 立 万 解 7 


テー プ を 聞い て 、 答え て くだ さい 。 


) 


3. ( 
) 8. ( 


ュ トン ーー ペン 
NO 


2. ( 
7. ( 


ュ ン ーー ペン 


( 
6. ( 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


es) 
my 
が 


2 
Py 
Pr 
yd 


ee) 
ay 
NY 
9 


B: 旅行 っ て いう の は ね 、 


。 そ れる も 女 の 子 一 人 で 。 。  。、、. 


、 そ この 人 が 


お 金 も あ まり か か ら な いし ね 。 


A: で も 、 
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。 私 が 一 人 で 旅 を し て る と ね 、 


。 それ が 、 
どの くら い 行 く の 。 
さあ 、 
いく と 思っ て る の 。 
さあ 、 ~ 
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/ 婚 解 I ] / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


) 3. ( 
) 8. ( 


Tt 
6. ( 
テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


1990 年 に は 


。 も ちろ ん 、 


、 そ れ を 別に し て も 、 


と いう こ 

と に な り ま す 。 
a 
今 
6 
また 
だ れ も が : 
と 考え る よう に 


な っ て いる か ら か も し れ ま せん 。 日 本 人 は 昔 か ら 「 


」 と 言い ます 。 確か に 
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が 、 大 切な こと 
は 、 


と 言っ て 、 何 回 も 旅行 を し て 、 珍 し いも の を 見 て 、 


、 そ れ だ け じ ゃ 少し 
寂し いで すね 。 


は 、 


、 知 ら な い 人 々 と 知り 合い に な る こ 
と な ん だ っ て 、 
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/ 頑 作 麻 送 読 / 


お うい 雲 よ 

馬鹿 に の ん き そ 2 じゃ な いか 
どこ まで 、 ゆ くん だ 

ずっ と 毅 城 平 の 方 まで ゆく ん か 


や まし た こう し じ 


山下 光二 が 書き た いと 思っ て いる の は こん な 詩 だ っ た 。 み ん な に よく 分 か る 
言葉 で 強 さ と 広 さ を 表す 、 こ の よう な 詩 が 一 つ だ け で も $ も 書け た ら 、 そ れ で 、 大 
学 時 代 か ら 仲間 と 続け て いる 詩 の 雑誌 の 発行 を や め よ うと 思っ て いた 。 卒業 
後 、 仲 間 が 一 人 二 人 と や め て いき 、 時 間 的 に も 経済 的 に も 余裕 が な く な っ て き 
た 今や 、 ま だ 発行 を 続け て いる の は 、 自 分 が 言い 出し て 始め た の だ か ら や む を 
得 な いと いう 気持 ちち ゃ ある が 、 自 分 で 満足 の で きる 詩 を た っ た の 一 つ さ えも 書 
いて いな いと いう 気持 ち も あ る か ら だ 。 

光二 は 真冬 の 寒さ の 中 に 感じ る 春の 訪れ 、 幼い 子供 た ちの 飛ば す ナレ しゃ ぼん 
玉 、 容 赤 な く 照 りつ ける 真夏 の 太陽 、 す れ 違 う 女 性 の 残す 寺 い に お いな ど を 言 
葉 で 表し た か っ た 。 時 に 感じ る 怒り や 苦い 思い な ど を 、 だ れ か に ぶつ けた り 、 
酒 で 忘れ た り せ ず に 詩 で 表す こと が で きた ら ど ん な に いい だ ろう か と 思っ た 。 
し か し 感動 し 、 胸 が 熱く な っ た その 一 瞬 を カメ ラ で 写す よう に 、 言 葉 に 変え る 
こと の いか に 難し いこ と か 。 頭 の 中 に 次 々 に 浮か ぶ 言 葉 は 光二 が 手 に し よう と 
する と 、 一 瞬 に し て その 輝き を な くし 、 風 に 吹き 散ら され た よう に 消え て し ま 
2 

お や すみ や さ し い 顔 し た 娘 た ち 

お や すみ や わら か な 黒い 髪 を 編ん で 

私 は いつ まで も うた っ て いて あげ よう 

私 は くら い 窓 の 外 に そう し て 窓 の うち に 

それ か ら 眠 り 9 の うち に お まえ ら の 夢 つ の お くに 

それ か ら くり か え し くり か え し うた っ て いて あげ よう 
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時 に は 、 詩 な ん か 書い て いて 何 の 役に立つ の か 、 い つま で た っ て も お れ は だ 
め だ な あと 思う と き が ある 。 そ ん な と き 、 光 二 は 立原 の 本 を 開く 。 あ ふれ る ほ 
どの 才能 を 持ち な が ら 26 歳 の 若 さ で 死ん で いっ た 立原 の 詩 は 、 な ぜ か 光二 に 
力 を 与え て くれ る 。「 僕 は これ ら の 詩 が それ を 読ん だ 人 た ち に 忘れ られ た ころ 、 
心地 よい 風 と と も に 一 つの 音楽 と な っ て 、 心 の 底 で うた われ る こと を 願う 」 立 
原 が こう 語っ た よう に 、 彼 の 詩 は 作者 自身 より も 長く 生き 続け 、 今 も 人 々 の 心 
の 奥 の 方 に 鳴り 続け て いる か ら で あ る 。 
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= 


= 
ご 


So eo コ ひら の ホ の ら ゆい 


/ 誰 符 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あっ て いる 文 に は ① を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て くだ さい 。 


) 最 初 の 詩 の 作者 は 山下 光二 で ある 。 

) 最 初 の 詩 は みん な に よく 分 か る 言葉 で 強 さ と 広 さ を 表し た 良い 詩 で ある 。 

) 山 下 光 二 は 詩 の 雑誌 の 発行 を や め よ うと 思っ た こと は 一 度 も な い 。 

) 山下 光二 は 大 学 時 代 か ら 今 ま で ずっ と 一 人 で 詩 の 雑誌 の 発行 を 続け て きた 。 

KAN 山下 光二 は それ を 手伝っ て きた 。 

) 山 下 光二 は 、 時 に 感じ る 怒り や 苦い 思い な ど を 詩 で 表す こと が で きた らい いと 思 
っ て いる 。 

(  ) 感 動 し た 瞬間 を カメ ラ の よう に 写し と っ て 言葉 に 変え 0 る こと は あま り 難 し く な い 。 

(  ) 頭 の 中 に 次 々 に 浮か ぶ 言 葉 は 、 詩 を 作ろ うと する と 一 瞬 に し て その 抑 き を な くし 、 

消え て し まう 。 

( 山下 光二 は 、 元 気 を な くし た と き に 立原 道造 の 詩 を 読む 。 

(  ) 山 下 光二 の 詩 は 、 山 下 光 二 より も 長く 生き 続け 、 今 も 人 々 の 心 の 奥 の 方 に 鳴り 続 

け て いる 。 


ーー 


次 の 質問 に 符 え て くだ さい 。 


山下 光二 が 書き た いと 思っ て いる の は どん な 詩 で すか 。 

大 学 時 代 か ら どん な こと を 続け て いま すか 。 

な せ ぜ 今 も 雑誌 の 発行 を 続け て いる の で すか 。 
言葉 で 表し た か っ た の は どん な こと で すか 。 

光二 は 詩 を 書い て いる 自分 に つい て どう 思う こと が あり ます か 。 
その と きど うし ます か 。 

立原 道造 は どの よう な 詩人 で し た か 。 

道造 は どの よう に 語っ た の で すか 。 

「 心 地 よ い 風 と と も に 一 つの 音楽 」 と な る の は 何で すか 。 
道造 の 詩 が 、 光 二 に 力 を 与え を て くれ る の は な ぜ で すか 。 
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第 22 座 万 解 7 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( 2 ( ) 3.( ) 4 ( ) 35. t ) 
( 7 ( ) 8. ( ) 9. t 


ペン ーー ペン 


テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


A: 友子 、 お 父さん に ね 、 お 隣 の た か し 君 の 


っ て 言っ て ちょ うだ い 。 


B : 

。 私 、 。 で も 、 

ヽ 、 歌う な ん て 。 

A: 本 当 ね 。 。 も う 少 し 
B: お 母さん 、 
A 。 も う 、 
B: o 
A: そう いえ ば そう ね 。 。 


B: 学校 し ゃ な か っ た わ 。 


s 私 が 小さ いと き 。 
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_  。 友子 が 


o あの 中 に あっ た わ ね 。 


何 が 。 


今 歌っ て も 、 


お 母さん 、 


。 遅く な る が ら 。 


あら 、 


。 じゃ 、 
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/ 謙 角 / 


テー を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( ) 2. ( ) 3. ( ) まい ) 5. ( ) 
6. ( ) 7 ( ) 8. ( ) 9 ( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 
そう で すね 。 i 

。 と ころ が 、 後 で 開い て みる 

と 、 w 
。 こ とこ れ は まあ 、 
と 思う ん で す が 。 
例え ば 、 明 る い 感 じ の 歌 だ っ た ら 、 6 
w と 、 
。 豆 ば れ ま すね 。 ま た 、 、 


ね 。 そ こ に 


、 はい 、 


どう ぞ 、 と いう わけ で す よ 。 


と いう ん じゃ な いん で す 。 
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/ 衣 22 居 送 謎 / 


「. . . 心 騰 移 植 の 手術 を 受け て か ら 、 移 植 を 受け た 息子 の 人 生 ば か りか 、 私 
た ちと 家族 み ん な の 人 生 が 変わ り ま し た 。 生 きる と いう こと の 意味 を 考え 、 命 の 
大 切 さ を 教え られ て お り ま す 。・... 医 者 か ら あ と 半年 と いわ れ た 尽 子 の 命 で し 
た が 、 息 子 は 今 高校 に 戻り 、 元 気 に 学 生生 活 を 続け て お り ま す 。 来年 の 春 に は 
大 学 へ 行く の だ と いっ て 、 現 在 入学 試験 の た め の 勉強 に 、 忙 し い 毎日 を 過ごし 
て お り ま す 。 も し 移植 手術 を 受け て いな か っ た ら 、 も し 皿 子 に 心臓 を 提供 し 
て くだ さる 方 が 見 つか ら な か っ た ら 、 そ う 考 えま す と 、 医 療 技術 の 進歩 、 そ 
れ 以 上 に 、 息 子 に 心 隊 ロ を 与え て くだ さっ た 方 に 、 何 と 言っ て お 礼 を 言っ て いい 
の か 分 か り ま せん 。 ・・・ 皿 子 は 与え られ た 命 を 、 一 日 、 一 月 大 切 に 生き て お り 
ます 。 口 に は 出し ませ ん が 、 選 子 の 毎日 を 見 て お り ま す と 、 た くさ ん の 方 か ら 
いた だ いた 一 分 一 秒 に 感謝 を し な が ら 生 き て いる の が 、 私 た ち に も 伝わっ て ま 
いり ます 。 そ ん な 息子 を 見 な が ら 、 私 た ち 家族 の 者 みん な が 、 も う 一 度 「 生 き 
る 」 と いう こと を 考え させ られ て いる よう に 思え ます 。 ・・・ 現 在 、 臓 器 移植 、 
脳死 な どの 問題 が 、 あ ちら こち ら で 話し 合わ れ て お り ま す が 、 移 植 手 術 を 受け 
た 患者 の 家族 の 一 人 と し て 、 こ の 手術 が 本 人 だ け で は な く 家 族 そ れ ぞ れ の 人 生 
を 変え 、 も う 一 度 新しく 生き る こと に な っ た こと を 、 ぜ ひ 知 っ て いた だ きた く 
て 、 お 手紙 を 書か せ て いた だ きま し た 。」 


山野 か お る 主婦 (50 歳 ) 


「. どう し て か と 言い ます と 、 あ まり 科学 的 な 理由 で は な いと 言わ れる か 
も し れ ま せん が 、 そ れ は 心 の 問題 で す 。 私 の 父 は 三 年 前 に が ん で 亡くな っ た の 
で す が 、 今 思い 出し て も 、 准 た く な っ た 父 の 遺体 が 、 も う 人 間 で は な く 、 物 だ 
と は どう し て も 思え な い の で す 。 脳死 の 状態 と いう の は 、 脳 の 働き は 止ま っ て 
いて も 、 器 械 の カ で 、 ま だ 心臓 の 動き は 止ま っ て いな いと いう こと で す 。 万 一 
何 か の 理由 で 意識 が 戻っ た ら . ..、 と 考え る の は 、 だ れ で も 同じ で は な い の で 
し ょ うか 。・・・ 今 の まま で 臓器 移植 が 自由 に な っ た ら 、 生 活 の た め に 臓器 を 売 
る 人 さえ 出 て くる の で は な いか と 思い ます 。 血液 銀 行 が で きた と き に $ も 、 お 金 
の た め に 血 を 売る 人 た ちがい た そう で す 。 そ うな る と 、 手 術 を 受け られ る の は 
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お 金 を 持っ た 人 た ち だ け に な り ま す 。 そ れ は 、 強 い 動物 が 弱い 動物 を 食べ て 生 
きる よう な も の で は な いで し ょ うか 。 私 は 、 人 間 が そん な こと を する の を 許す 
こと が で きま せん 。 ... 人 間 に は どう する こと も で き な い 大 き な 力 が 、 人 が い 
つっ 生ま れ て 、 い つ 死 ぬか を 決め る の で す 。 人間 の 力 は 小さ な も の で す 。 そ の 小 
さ な 力 で 、 大 き な 力 が 決め た こと を 変え る の は 、 正 し いこ と だ と は 思え ませ 
ん っ 」 

。 天山 道隆 教師 2 部 

『 毎 朝 新 聞 「 脳 死 を 考え よう 」 か ら 』 


142 


10. 


AO 9 2 の 9 / お 、 の 7 


= 
© 


/ 失 穴 チェ ッ ク / 


文章 の 内 容 と あぁ あっ て いる 文 に は 〇 ① を 、 あ っ て いな い 文 に は x を 書い て で てく だ さい 。 


( 


) この 二 っ の 文 は 、 毎 朝 新聞 の 「 脱 死 を 考え よう 」 と いう 記事 に 載せ られ た 投書 で 
ある 。 

) 息 子 が 心臓 移 植 の 手術 を 受け て か ら 、 山 野 さ ん や 山野 さん の 家族 みん な の 人 生 が 
変わ っ た 。 

) 山 野 さ ん の 息子 は 、 来 年 の 春 高 校 を 卒業 する 。 

) も し 移植 手術 を 受け て いな か っ た ら 、 山 野 さ ん の 息子 は 1 年 で 死ん で いた だ ろう 。 
) 息 子 の 心臓 移植 の 手術 が 、 山 野 さ ん の 家族 に 「 生 きる 」 と いう こと を 考え させ る 
きっ か け に な っ た 。 

) 天 山 さん の 父親 は 3 年 前 脳死 の 状態 に な っ た 。 

) 大 山 さ ん は 、 脳 死 の 状態 で も まだ 何 か の 可能 性 が ある と 信じ て いる の は 自分 だ け 
だ と 思っ て いる 。 

) 大 山 さ ん は 、 臓 器 移植 が 自由 に な れ ば 、 お 金 の な い 人 は 臓器 を 売る こと に な る か 
も し れ な いと 言っ て いる 。 

) 大 山 さ ん は 、 騰 器 移植 は 強い 動物 が 弱い 動物 を 食べ て 生き る の と 同じ よう な こと 
だ と 言っ て いる 。 

) 大 山 さ ん は 、 人 間 が いつ 生ま れ て 、 い つ 死 ぬか を 決め る の は 人 間 で は な いと 言っ 
て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


忠 子 の 心臓 移植 の 手術 を し て か ら 、 山 野 さ ん の 家族 みん な の 人 生 は 、 ど の よう に 変わ っ 
た の で すか 。 

今 、 山 野 さ ん の 息子 は どの よう な 毎日 を 過ごし て いま すか 。 

山野 さん は どん な こと に お 礼 を 言い た いと 言っ て いる の で すか 。 

息子 の 様子 か ら 、 山 野 さ ん や 家族 に どん な こと が 伝わっ て きま すか 。 

山野 さん は な ぜ こ の 投書 を し まし た か 。 

大 山 さ ん は 亡くな っ た 父親 の 遺体 を 見 て どう 感じ まし た か 。 

脳死 の 状態 は どの よう な 状態 で すか 。 

臓器 移植 が 自由 に な っ た ら 、 ど ん な こと が 起こ る だ ろう と 大 山 さ ん は 心配 し て いま すか 。 
「 小 さき な 力 」 と 「 大 き な 力 」 と は 、 そ れ ぞ れ 何 の こと で すか 。 

山野 さん 、 大 山 さ ん の 意見 の 違う 点 は どん な と ころ で すか 。 
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1. 
6. 


ew 


/ 党 24 座 厄 解 7 / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 


( 


) 2. ( っ 
Zr ) 8. ( 


( 
( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


山田 、 


あり が と う 。 で も 、 


問題 な いん だ ろ う Oo 


ああ 。 と ころ で 、 中 川 、 


医者 の 話 じ ゃ 、 


そう か 、 そ りゃ た い へ ん だ な 。 


お れ は ね 、 


に で も 、 
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だ け な ん て 、 


お 母さん は 何 て 。 


そう か 。 お 母さん は 一 日 だ っ て 


けど 、 


お れ は 


。 山田 の うち に 新しい 命 が 生 まれ 、 


。 それ で いい と 思っ て る ん だ 。 
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/ 妖 解 I / 


テー プ を 聞い て 、 答 えて くだ さい 。 
1. ( ) 2. ( ) 3.、( ) 4 (< ) 。 5. ( ) 
6. ( か ーー プ 。 <( ) 8. ( ) 9. ( 

テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 


まあ 、 医 者 と し て は 、 そ う 考 えて いる の で す が 、 


&S 
最近 私 は 、 、 ま あぁ あ 

。 これ まで も た くさ ん 

見 で き で る ん で す 、 *。 

と いう ケー ス を 。 今 の 技術 で は 、 
。 こ れ は 

、 家 族 ま で 
、 少 な く は な い の で 
す 。 9 


いく ら で も ある ん で す 。 


「 一 日 で も 長く 」 と の 思い 、 こ れ は 


の は 、 患 者 さん ご 本 人 、 そ 
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し て が それ まで と 同じ か 、 あ る い は 


。 そ 
れ で 私 は R に 
は 、 
。 愚者 さん 、 並 びに 
、 よ く お 考 え く だ さい と いう わけ 
で す 。 
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/ 貞 29 新 送 送 / 


長く 訪れ る こと の な か っ た ふる さと に 帰っ て みて 驚い た 。 変わ っ て いる と 思 
っ て は いた も の の 、 そ れ が あま り に も ゃ も 大 きか っ た か ら で あ る 。 以 前 、 緑 の 畑 が 
広がっ て いた 土地 一 杯 に 大 き な 白 い 工 場 が で き て いた 。 人 工 的 な 姿 を し た その 
建物 か ら は 山 の よ うに 荷物 を つん だ 大 型 ト ラッ ク が 走り 出し て いく 。 道 も 以前 
より 広く な り 、 車 の 数 は 都会 と 変わ ら な い ほ ど で あ る 。 

都会 に 出る こと な く 、 こ こ に ずっ と 住み 続け て いる 上 兄 は 一 人 で 小さ な 菓子 工 
場 を 始め 、 毎 年 少し ずつ 商売 を 大 きく し て きた 。 初 め 家族 だ け で や っ て いた 
が 、 小 さい 工場 に 新しい 技術 が 導入 され 、 従業 員 の 数 も 増え 、 様 々 な 商品 も 
開発 され た 。 兄 は 、 そ の 商品 の 一 つ 一 つ に 自分 の 店 の 名 前 を 入れ る こと に 大 き 
な 喜び を 感じ て いた 。「 人 に 喜ん で も ら え る いい 菓子 を 作る こと が 大 切な ん だ 。 
幸い この 30 年 の 間 、 う ちの 菓子 は 町 中 の みん な に ずっ と ほめ て も ら っ て きた 。 
これ か ら ゃ も この 手 で お いし い 菓 子 を 作っ て いく 。 大学 な ん か に 行か な いで 、 菓 
子作り の 勉強 を し て 、 お 父さん を 手伝っ て くれ 」 と 二 人 の 息子 に いつ も 言っ て 
いた 。 

と ころ が 、10 年 ほど 前 、 近 くに 大 き な 和 白い 工場 が 現れ た 。 世 界 的 に も 有名 
な 大 企業 が 菓子 を 作り 始め た の で ある 。 す る と 、 そ れ ま で 一 緒 に や っ て きた 菓 
子 屋 の 仲間 た ち も 、 次 々 に 店 を 閉め た り 、 こ の 工場 か 仕事 を も ら う と いう ょ ふ 
うに 変わ っ て いっ た の で ある 。 町 の 人 た ちの 生活 は 以前 よ り 安 定 し 、 町 の 発展 
の た め に この 工場 は 大 き な 役 割 を 果たし た 。 第 一 工場 に 続き 、 第 二 工 場 が 、 そ 
し て 研究 所 も で き 、 お お ぜ い の 人 が この 企業 の グル ー プ の 下 で 生活 を する よう 
に な っ た 。 現代 的 な 住宅 や スー パー まで で きた 。 そ し て 、 そ こ に は 都会 の スー 
パー で 売ら て れ て いる の と 同じ 菓子 や ケー キ が 並ぶ よう に な っ た 。 

兄 の 夢 は 、 だ れ よ り も お いし い 菓 子 を 作る 技術 を 息子 た ちら に 覚え させ 、 自 分 
と 同じ 道 を 歩か せる こと だ っ た 。 そ の 願い に も か か ら わ ず 、 上 の 子 は 大 学 を 出 
る と その まま 都会 で 広告 会 社 の サラ リー マン に な っ て し まっ た 。 下 の 子 は 町 に 
戻っ て は 来 た も の の 、 例 の 企業 の 研究 所 に 勤め る こと に な っ た の で ある 。 

こう し て 私 の ふる さと で は 町 の 様子 なけ で な く 、 そ こ に 住む 人 々 の 生活 や 意 
識 ま で 大 きく 変わ っ て し まっ て いた 。 静か な ふる さと の 町 で 人 々 が 大 切 に し て 
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きた 喜び 、 悲 し み 、 夢 、 願 いと いう よう な も の は 、 も うみ ん な あの 白く 輝く 大 
き な 工 場 の 中 に 消 を ん えて し まっ た か の よう で あっ た 。 

「 そ りゃ 、 い いひ 企業 に 勤め よう と 思っ た ら 大 学 ぐ らい は ちゃ ん と 出 て お か な 
いと ...。 お 父さん が 僕たち に 菓子 を 作ら せ た い っ て いう 気持 ち は 分 か る け 
ど 、 そ れ は 、 や っ ぱり お 父さん の 夢 で し か な いよ 。 今 は も うそ ん な の 、 は や ら 
な いよ 」 と いう この 言葉 に 、 兄 は そん な も の か と 思っ た そう で ある 。 

経済 大 国 と し て まだ まだ 伸び る こと を や め よ うと し な いこ の 小さ な 国 の どこ 
か で 、 同 じ し よ うな こと が 起こ っ て いる の だ ろう か 。 
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/ 穴 チェ ッ ク / 


の 内 容 と あっ て いる 文 に は 〇 を 、 あ っ て いな い 文 に は X を 書い て くだ さい 。 


) こ の 人 が ひさ し ぶり に 帰っ た ふる さと は 若 の まま だ っ た 。 

) こ の 人 の 上 兄 は 都会 で 生活 を し た こと が な い 。 

) 兄 の 作る 菓子 に は 兄 の 名 前 が 入っ て いる 。 

) 兄 は 子供 た ち を 大 学 へ 行か せ た く な か っ た 。 

) 町 の 人 々 の 生活 は 以前 より ずっ と 苦し く な っ た 。 

) 大 企業 工場 の お か げ で 都会 と 同じ よう な 菓子 が 食べ られ る よう に な っ た 。 

) 子 供 た ち は 兄 の 仕事 を 手伝っ て いる 。 

) いい 会 社 に 勤め る た め に は 大 学 を 卒業 し て お くべ きだ と この 人 の 兄 は 言っ て いる 。 
) 子 供 た ち は 兄 の 願っ た と お り に な っ た 。 

) こ の 町 の 人 は みん な 大 企業 の 工場 に 勤め て いる 。 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


ふる さと に 帰っ て この 人 人 は 何 に 驚い た の で すか 。 

白い 工場 は どん な と ころ に 建て られ まし た か 。 

この 人 の 史 は どん な こと を し て いま すか 。 

兄 は どん な こと に 喜び を 感じ て いま すか 。 

兄 は 今 の 仕事 で 大 切な こと は 何だ と 言っ て いま すか 。 

白い 工場 が で き て 、 上 兄 と 同じ よう な 仕事 を し て いた 人 た ち は ど うし まし た か 。 
町 は どの よう に 変わ り ま し た か 。 

兄 の 夢 は 何で し た か 。 

子供 た ち は 兄 の 言う と お り に し まし た か 。 そ れ は な ぜ で すか 。 

町 か ら な く な っ て し まっ た よう に 思え る も の は 何で すか 。 
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/ 欧 29 若 万 解 7 / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 


1. ( 0 32 ) 4 ( ) 5.( ) 

6. ( ) 7 ( ) 8. ( ) 9. ( ) 10. ( ) 
テー プ を 聞い て 、 書 いて くだ さい 。 

A: どう だ い 、 6 

B: うん 、 。 大 き な 

。 で も 、 
A: へ え 。 そ りゃ 、 ま た どう いう わけ で 。 
B : だ は 
よ 。 ほ ら 、 昔 は っ て 
。 女 は 、 男 は 


か ら 、 そ れ に 


A: あっ 、 そ うか 。 お 客 が 
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そう そう 。 それ で 。 今 は 


な る は ほど ね 。 


そっ ち は ど う 、 三 階 。 


そう だ な 。 : ヽ 
で < 
これ か ら 
。 部 長 に は 、「 。 も っ と 伸 ば 
せ 。 コ 


っ て いわ れ て る けど 。 そ ん な に うら うまく は いか な いよ 。 


まっ た くね 。 あ ら 、 す ご い 人 。 


。 じゃ 、 ど こ か 
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/ 万 遂 女 / 


テー プ を 開い て 、 答 えて くだ さい 。 
1. ( ) 2. ( ) 3. ( 4 ) 5. ( ) 
会 ⑥G の 4 きき 9. ( 


テー プ を 開い て 、 書 いて くだ さい 。 


は い 、 
と いう こと で すね 。 様 々 な 影響 が 出 て ます ね 。 今や 、 男 性 で も 80 
それ に の で 、21 世紀 に は 


ほど で 


す 。 ま ず は っ きり し て いる の が 、 


が まあ 、20 代 か ら 50 代 で し ょ う 、 


と いう わけ で すね 。 ま た 、 定 年 も 伸び て ます ね 。 前 は 、 


の が 、 今 は 60 歳 。 そ れ に 退職 し て も 、 


。 今 60 歳 の 人 に S 


。 前 は 


、 こ れ が が 、 今 は 


と いう 人 が 多い で すね 。 お 金 の た め と いう より 
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こと で し ょ うか 。 


WY 


会 社 の 中 で で すか 。 そ う で すね 。 


だ か ら 、 
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